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一　

は
じ
め
に

　

あ
る
過
去
の
事
業
年
度
（
以
下
「
過
年
度
」
と
い
う
）
の
計
算
書
類
を
承
認
す
る
定
時
株
主
総
会
（
ま
た
は
取
締
役
会
）
の
決（
1
）議が
な
さ
れ

た
後
に
、
当
該
過
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
に
違
法
が
あ
る
こ
と
が
発
覚
し
た
場
合
、
当
該
事
業
年
度
よ
り
後
の
事
業
年
度
（
以
下
「
後

続
期
」
と
い
う
）
の
計
算
書
類
を
確
定
さ
せ
る
た
め
に
は
、
い
か
な
る
手
続
が
必
要
に
な
る
か
。
具
体
的
に
は
、
い
か
な
る
会
計
処
理
が

必
要
で
あ
る
か
、
ま
た
、
過
年
度
の
計
算
書
類
を
承
認
す
る
決
議
を
、
あ
ら
た
め
て
行
う
必
要
が
あ
る
の
か
否
か
、
と
い
う
点
が
問
題
に

な
る
。
こ
の
問
題
は
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
四
日
、
企
業
会
計
基
準
委
員
会
が
、
過
年
度
の
財
務
諸
表
に
誤
謬
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る

会
計
処
理
に
関
し
て
、「
会
計
上
の
変
更
及
び
誤
謬
の
訂
正
に
関
す
る
会
計
基
準
」（
企
業
会
計
基
準
第
二
四
号
。
以
下
「
二
四
号
会
計
基
準
」

と
い
う
）
を
公
表
し
、
二
〇
一
一
年
四
月
一
日
以
後
開
始
す
る
事
業
年
度
の
期
首
以
後
に
行
わ
れ
る
会
計
上
の
変
更
お
よ
び
過
去
の
誤
謬

の
訂
正
か
ら
適
用
す
る
も
の
と
さ
れ（
2
）たこ
と
を
契
機
に
、
学
説
に
お
い
て
あ
ら
た
め
て
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
実
務
で
は
、

上
場
会
社
に
お
い
て
、
会
社
法
上
の
計
算
書
類
お
よ
び
金
融
商
品
取
引
法
上
の
財
務
諸
表
の
内
容
に
違
法
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
場
合

に
は
、
金
融
商
品
取
引
法
所
定
の
訂
正
手
続
（
有
価
証
券
届
出
書
の
訂
正
に
つ
き
、
同
法
七
条
一
項
〔
訂
正
届
出
書
の
提
出
〕、
有
価
証
券
報
告
書
、

四
半
期
報
告
書
、
半
期
報
告
書
の
訂
正
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
同
法
二
四
条
の
二
第
一
項
、
二
四
条
の
四
の
七
第
四
項
、
二
四
条
の
五
第
五
項
〔
訂
正
報
告
書

の
提
出
〕）
は
行
う
も
の
の
、
い
っ
た
ん
承
認
決
議
を
得
た
計
算
書
類
を
作
成
し
直
す
こ
と
は
し
な
い
例
が
多
い
と
の
指
摘
が
あ（
3
）る。
こ

う
し
た
実
務
の
状
況
に
鑑
み
て
も
、
過
年
度
の
計
算
書
類
を
承
認
す
る
決
議
を
、
あ
ら
た
め
て
行
う
必
要
が
あ
る
の
か
否
か
に
つ
い
て
検

討
す
る
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

学
説
に
お
い
て
は
、
過
年
度
の
計
算
書
類
に
つ
き
、
定
時
株
主
総
会
（
ま
た
は
取
締
役
会
）
の
承
認
決
議
が
な
さ
れ
た
後
に
、
当
該
過

年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
に
違
法
が
あ
る
こ
と
が
発
覚
し
た
場
合
、
後
続
期
の
計
算
書
類
を
確
定
さ
せ
る
た
め
に
は
、
当
該
過
年
度
の
計
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算
書
類
を
訂
正
の
う
え
、
こ
れ
を
承
認
す
る
決
議
を
あ
ら
た
め
て
行
っ
た
う
え
で
、
当
該
後
続
期
の
計
算
書
類
の
承
認
決
議
を
行
う
必
要

が
あ
る
と
い
う
考
え（
4
）方（

以
下
「
過
年
度
確
定
必
要
説
」
と
い
う
）
と
、
当
該
後
続
期
の
期
首
の
残
高
に
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の
訂
正
に

よ
る
累
積
的
影
響
額
を
反
映
し
て
、
当
該
後
続
期
の
計
算
書
類
を
作
成
す
れ
ば
、
当
該
後
続
期
の
計
算
書
類
を
確
定
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
（
こ
の
よ
う
に
し
て
当
該
後
続
期
の
計
算
書
類
を
確
定
さ
せ
た
と
し
て
も
、
過
年
度
の
計
算
書
類
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
承
認
決
議
を
行
わ

な
け
れ
ば
、
未
確
定
の
ま
ま
で
あ
る
）
と
す
る
考
え（
5
）方（

多
数
説
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
以
下
「
過
年
度
確
定
不
要
説
」
と
い
う
）
が
対
立
し
て
い

る
。
学
説
で
は
、
後
述
す
る
チ
ッ
ソ
事
件
最
高
裁
判
決
の
位
置
付
け
や
、
二
四
号
会
計
基
準
の
会
社
法
上
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
理
解
が

分
か
れ
て
い
る
た
め
、
整
理
し
た
う
え
で
検
討
す
る
。

　

最
三
小
判
昭
和
五
八
年
六
月
七
日
民
集
三
七
巻
五
号
五
一
七
頁
（
チ
ッ
ソ
株
主
総
会
決
議
取
消
請
求
事
件
最
高
裁
判
決
）
は
、
決
議
の
方
法

の
法
令
違
反
ま
た
は
著
し
い
不
公
正
（
会
社
法
〔
以
下
、
本
文
お
よ
び
注
に
お
い
て
「
会
」
と
略
記
す
る
場
合
が
あ
る
〕
八
三
一
条
一
項
一
号
）
を

理
由
と
し
て
、
あ
る
事
業
年
度
（
過
年
度
）
の
計
算
書
類
を
承
認
す
る
定
時
株
主
総
会
の
決
議
を
取
り
消
す
訴
え
が
提
起
さ
れ
た
場
合
に

は
、
当
該
事
業
年
度
よ
り
後
の
事
業
年
度
（
後
続
期
）
の
計
算
書
類
を
承
認
す
る
定
時
株
主
総
会
の
決
議
が
な
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、

右
訴
え
の
利
益
は
失
わ
れ
な
い
と
し
た
。
こ
の
結
論
に
至
る
過
程
に
お
い
て
、
チ
ッ
ソ
事
件
最
高
裁
は
、
過
年
度
の
計
算
書
類
を
承
認
す

る
定
時
株
主
総
会
の
決
議
の
取
消
判
決
の
確
定
が
、
後
続
期
の
計
算
書
類
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
以
下
の
と
お
り
判
示
し
た
。「
株

主
総
会
に
お
け
る
計
算
書
類
等
の
承
認
決
議
が
そ
の
手
続
に
法
令
違
反
等
が
あ
る
と
し
て
取
消
さ
れ
た
と
き
は
、
た
と
え
計
算
書
類
の
内

容
に
違
法
、
不
当
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
右
決
議
は
既
往
に
遡
っ
て
無
効
と
な
り
、
右
計
算
書
類
等
は
未
確
定
と
な
る
か
ら
、
そ
れ

を
前
提
と
す
る
次
期
以
降
の
計
算
書
類
等
の
記
載
内
容
も
不
確
定
な
も
の
に
な
る
と
解
さ
ざ
る
を
え
ず
、
し
た
が
っ
て
、
…
…
あ
ら
た
め

て
取
消
さ
れ
た
期
の
計
算
書
類
等
の
承
認
決
議
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
右
の
判
旨
に
よ
れ
ば
、
チ
ッ
ソ
事
件
最
高
裁
は
、
過
年

度
の
計
算
書
類
を
承
認
す
る
定
時
株
主
総
会
の
決
議
の
取
消
判
決
が
確
定
し
た
場
合
に
は
、
当
該
過
年
度
の
計
算
書
類
に
つ
き
、
有
効
な

承
認
決
議
を
受
け
な
け
れ
ば
、
後
続
期
の
計
算
書
類
を
確
定
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
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扱
う
問
題
を
検
討
す
る
う
え
で
は
、
チ
ッ
ソ
事
件
最
高
裁
判
決
の
考
え
方
の
妥
当
性
お
よ
び
射
程
を
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
稿
は
、
以
下
の
順
序
で
検
討
を
行
う
。
ま
ず
、
チ
ッ
ソ
事
件
最
高
裁
の
判
旨
を
確
認
す
る
（
二
）。
そ
し
て
、

二
四
号
会
計
基
準
、
お
よ
び
同
基
準
公
表
前
に
お
い
て
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
に
違
法
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
会
計
処
理
の
基
準

と
さ
れ
て
き
た
、
企
業
会
計
原
則
注
解
（
注
一
二
）
の
内
容
を
確
認
す
る
（
三
）。
そ
の
う
え
で
、
学
説
を
整
理
し
（
四
）、
私
見
を
提
示

す
る
（
五
）。

二　

チ
ッ
ソ
事
件
最
高
裁
判
決

㈠　

判　

旨

　

チ
ッ
ソ
事
件
は
、
Ｙ
（
チ
ッ
ソ
株
式
会
社
。
被
告
・
控
訴
人
・
上
告
人
）
の
第
四
二
回
定
時
株
主
総
会
（
本
件
総
会
）
に
お
け
る
、
第
四
二

期
（
一
九
七
〇
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
九
月
三
〇
日
ま
で
）
の
営
業
報
告
書
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
お
よ
び
利
益
金
処
分
案
を
承
認
す

る
決
議
（
本
件
決
議
）
の
取
消
を
、
Ｙ
の
株
主
で
あ
る
Ｘ
ら
二
七
名
が
求
め
た
事
件
で
あ
る
。

　

第
一
審
（
大
阪
地
判
昭
和
四
九
年
三
月
二
八
日
判
例
時
報
七
三
六
号
二
〇
頁
）
は
、
株
主
の
会
場
へ
の
入
場
を
制
限
し
た
こ
と
、
お
よ
び
、
修

正
動
議
を
無
視
し
て
本
件
決
議
を
行
っ
た
こ
と
が
、
本
件
決
議
の
取
消
事
由
（
決
議
の
方
法
の
法
令
違
反
ま
た
は
著
し
い
不
公
正
〔
昭
和
四
九
年

改
正
前
商
法
二
四
七
条
一
項
〕）
に
あ
た
る
と
し
て
、
Ｘ
ら
の
請
求
を
認
容
し
た
。
控
訴
審
（
大
阪
高
判
昭
和
五
四
年
九
月
二
七
日
金
融
・
商
事
判

例
五
八
五
号
二
一
頁
）
も
、
第
一
審
の
結
論
を
支
持
し
た
。

　

上
告
審
に
お
い
て
、
Ｙ
は
、
第
四
二
期
の
計
算
書
類
の
承
認
議
案
に
対
す
る
本
件
決
議
が
あ
っ
た
後
、
第
四
三
期
か
ら
五
四
期
ま
で
の

各
定
時
株
主
総
会
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
決
算
案
は
承
認
さ
れ
て
確
定
し
て
い
る
か
ら
、
訴
え
の
利
益
を
欠
く
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
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し
て
、
最
高
裁
は
、
以
下
の
と
お
り
判
示
し
て
、
訴
え
の
利
益
を
欠
く
も
の
で
は
な
い
と
結
論
付
け
た
。

　

①
「
株
主
総
会
決
議
取
消
の
訴
え
の
よ
う
な
形
成
の
訴
え
は
、
法
律
に
規
定
の
あ
る
場
合
に
限
っ
て
許
さ
れ
る
訴
え
で
あ
る
か
ら
、
法
律
の
規
定
す

る
要
件
を
充
た
す
場
合
に
は
訴
え
の
利
益
の
存
す
る
の
が
通
常
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
後
の
事
情
の
変
化
に
よ
り
右
利
益
を
喪
失
す
る
に
至
る
場
合

の
あ
る
こ
と
は
否
定
し
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
Ｘ
ら
の
Ｙ
に
対
す
る
本
訴
請
求
は
、
昭
和
四
五
年
一
一
月
二
八
日
に
開
催
さ
れ
た
Ｙ
の

第
四
二
回
定
時
株
主
総
会
に
お
け
る
『
昭
和
四
五
年
四
月
一
日
よ
り
同
年
九
月
三
〇
日
に
至
る
第
四
二
期
営
業
報
告
書
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、

利
益
金
処
分
案
を
原
案
ど
お
り
承
認
す
る
』
旨
の
本
件
決
議
に
つ
い
て
、
そ
の
手
続
に
瑕
疵
が
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
取
消
を
求
め
る
も
の
で
あ
る

と
こ
ろ
、
そ
の
勝
訴
の
判
決
が
確
定
す
れ
ば
、
右
決
議
は
初
め
に
遡
っ
て
無
効
と
な
る
結
果
、
営
業
報
告
書
等
の
計
算
書
類
に
つ
い
て
は
総
会
に
お
け

る
承
認
を
欠
く
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
右
決
議
に
基
づ
く
利
益
処
分
も
そ
の
効
力
を
有
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
、
法
律
上
再
決
議
が
必
要
と
な
る
も
の

と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
後
に
右
議
案
に
つ
き
再
決
議
が
さ
れ
た
な
ど
の
特
別
の
事
情
が
な
い
限
り
、
右
決
議
取
消
を
求
め
る
訴
え
の
利
益
が

失
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」

　

②
「
株
主
総
会
に
お
け
る
計
算
書
類
等
の
承
認
決
議
が
そ
の
手
続
に
法
令
違
反
等
が
あ
る
と
し
て
取
消
さ
れ
た
と
き
は
、
た
と
え
計
算
書
類
等
の
内

容
に
違
法
、
不
当
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
右
決
議
は
既
往
に
遡
っ
て
無
効
と
な
り
、
右
計
算
書
類
等
は
未
確
定
と
な
る
か
ら
、
そ
れ
を
前
提
と
す

る
次
期
以
降
の
計
算
書
類
等
の
記
載
内
容
も
不
確
定
な
も
の
に
な
る
と
解
さ
ざ
る
を
え
ず
、
し
た
が
っ
て
、
Ｙ
と
し
て
は
、
あ
ら
た
め
て
取
消
さ
れ
た

期
の
計
算
書
類
等
の
承
認
決
議
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
、
…
…
右
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。」

㈡　

本
稿
の
検
討
課
題
に
お
け
る
意
義

　

前
記
の
と
お
り
、
チ
ッ
ソ
事
件
最
高
裁
判
決
の
事
案
は
、
手
続
的
瑕
疵
を
取
消
事
由
と
し
て
、
株
主
総
会
決
議
の
取
消
請
求
を
求
め
る

も
の
で
あ（
6
）る。

ま
た
、
チ
ッ
ソ
事
件
最
高
裁
が
、
前
記
二
㈠
②
の
と
お
り
、
計
算
書
類
の
承
認
決
議
が
取
り
消
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
決
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議
は
既
往
に
遡
っ
て
無
効
と
な
り
、
当
該
計
算
書
類
は
未
確
定
と
な
る
か
ら
、
そ
れ
を
前
提
と
す
る
次
期
以
降
の
計
算
書
類
の
内
容
も
不

確
定
な
も
の
に
な
る
、
と
判
示
し
た
部
分
は
、
あ
く
ま
で
訴
え
の
利
益
の
有
無
の
判
断
の
た
め
の
傍
論
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
判

旨
は
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
に
違
法
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
、
後
続
期
の
計
算
書
類
の
確
定
の
問
題
を
、
直
接
の
射
程
と
す
る
も

の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
仮
に
こ
の
判
旨
が
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
に
違
法
が
あ
る
場
合
も
射
程
に
含
む
と
す
れ
ば
、
以
下
の
よ

う
な
考
え
方
が
成
り
立
ち
う
る
。
す
な
わ
ち
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
に
違
法
が
あ
る
場
合
に
は
、
通
説
に
よ
れ
ば
、
当
該
計
算
書

類
の
承
認
決
議
は
無
効
で
あ
る
と
解
さ（
7
）（
8
）

れ
る
。
計
算
書
類
の
承
認
決
議
が
無
効
で
あ
る
場
合
に
は
、
チ
ッ
ソ
事
件
最
高
裁
判
決
の
考
え
方

に
よ
れ
ば
、
当
該
計
算
書
類
は
未
確
定
で
あ
り
、
後
続
期
の
計
算
書
類
も
不
確
定
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
後
続
期
の
計
算
書
類
を
確
定

さ
せ
る
た
め
に
は
、
当
該
後
続
期
に
係
る
計
算
書
類
の
承
認
決
議
だ
け
で
な
く
、
内
容
に
違
法
が
あ
る
計
算
書
類
の
事
業
年
度
か
ら
、
当

該
後
続
期
に
至
る
ま
で
の
、
全
て
の
計
算
書
類
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
承
認
手
続
を
行
う
必
要
が
あ
る
（
後
述
の
過
年
度
確
定
必
要（
9
）説）。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
仮
に
チ
ッ
ソ
事
件
最
高
裁
判
決
の
判
旨
（
前
記
二
㈠
②
）
が
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
に
違
法
が
あ
る
場
合
を

射
程
に
含
ま
な
い
と
す
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
な
考
え
方
が
成
り
立
ち
う
る
。
す
な
わ
ち
、
内
容
に
違
法
が
あ
る
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の

承
認
決
議
が
無
効
で
あ
る
結
果
、
当
該
計
算
書
類
が
未
確
定
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
後
続
期
の
計
算
書
類
の
確
定
手
続
に
は
影
響

せ
ず
、
後
続
期
の
計
算
書
類
に
つ
い
て
承
認
決
議
が
な
さ
れ
て
い
れ
ば
、
後
続
期
の
計
算
書
類
は
（
過
年
度
の
計
算
書
類
が
未
確
定
の
ま
ま

で
も
）
確
定
す
る
（
後
述
の
過
年
度
確
定
不
要
）
10
（
説
）。

　

し
た
が
っ
て
、
本
稿
の
問
題
を
検
討
す
る
う
え
で
は
、
チ
ッ
ソ
事
件
最
高
裁
の
判
旨
（
前
記
二
㈠
②
）
の
射
程
を
い
か
に
考
え
る
か
が

重
要
で
あ
る
。
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三　

過
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
の
違
法
が
発
覚
し
た
場
合
の
会
計
処
理

㈠　

企
業
会
計
原
則
注
解
（
注
一
二
）

　

二
四
号
会
計
基
準
は
、
そ
の
「
結
論
の
背
景
」
に
お
い
て
、
同
基
準
が
二
〇
〇
九
年
に
公
表
さ
れ
る
ま
で
は
、
我
が
国
に
お
い
て
会
計

上
の
誤
謬
は
、
企
業
会
計
原
則
注
解
（
注
一
二
）
に
従
っ
て
処
理
さ
れ
て
き
た
と
説
明
す
）
11
（
る
。
そ
し
て
、
企
業
会
計
原
則
注
解
（
注
一

二
）
は
、
過
去
の
期
間
の
損
益
に
含
ま
れ
て
い
た
計
算
の
誤
り
あ
る
い
は
不
適
当
な
判
断
を
当
期
に
お
い
て
発
見
し
た
場
合
に
お
い
て
、

そ
の
修
正
を
行
う
こ
と
か
ら
生
じ
る
損
失
あ
る
い
は
利
得
を
、「
前
期
損
益
修
正
項
目
」
と
し
て
、
当
期
（
誤
謬
発
見
時
の
事
業
年
度
）
に

お
け
る
特
別
損
益
と
し
て
計
上
す
る
取
扱
い
（
過
去
の
計
算
書
類
に
遡
っ
て
修
正
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
あ
く
ま
で
当
期
に
お
け
る
会
計
処
理
で
対
応

す
る
取
扱
い
）
を
定
め
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
と
説
明
す
）
12
（

る
。

　

も
っ
と
も
、
企
業
会
計
原
則
注
解
（
注
一
二
）
は
、
特
別
損
益
に
属
す
る
項
目
と
し
て
、
臨
時
損
益
（
固
定
資
産
や
有
価
証
券
の
売
却
益
、

災
害
に
よ
る
損
失
）
お
よ
び
前
期
損
益
修
正
が
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
前
期
損
益
修
正
項
目
の
例
と
し
て
、
過
年
度
に
お
け
る
引
当
金
ま

た
は
減
価
償
却
の
過
不
足
修
正
額
や
、
過
年
度
に
お
け
る
棚
卸
資
産
の
訂
正
額
、
お
よ
び
過
年
度
償
却
済
債
権
の
取
立
額
を
挙
げ
る
も
の

で
あ
り
、
前
記
の
説
明
の
よ
う
に
、
計
算
の
誤
り
や
不
適
当
な
判
断
の
訂
正
に
伴
い
生
ず
る
損
益
が
、
前
期
損
益
修
正
項
目
に
該
当
す
る

と
の
明
確
な
定
め
を
置
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
従
来
の
会
計
実
務
に
お
い
て
も
、「
前
期
損
益
修
正
項
目
」
と
し
て
取
り

扱
っ
て
き
た
事
例
の
多
く
は
、
減
価
償
却
の
修
正
項
目
や
、
引
当
金
の
修
正
項
目
で
あ
り
、
誤
謬
に
伴
う
修
正
項
目
を
「
前
期
損
益
修
正

項
目
」
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
は
、
会
計
慣
行
上
容
認
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
、
と
の
指
摘
も
あ
）
13
（

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
二
四
号
会
計
基

準
の
公
表
前
に
お
け
る
会
計
上
の
誤
謬
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
会
計
実
務
に
照
ら
し
て
、
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
）
14
（
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
本
稿
に
お
い
て
は
こ
の
点
の
検
討
は
留
保
し
、
二
四
号
会
計
基
準
の
公
表
前
に
お
け
る
会
計
上
の
誤
謬
の
取
扱
い
と
し
て
は
、
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前
述
の
よ
う
に
、
当
該
誤
謬
の
あ
る
事
業
年
度
に
遡
っ
て
計
算
書
類
を
修
正
す
る
の
で
は
な
く
、
当
該
誤
謬
の
修
正
を
行
う
こ
と
か
ら
生

じ
る
利
得
ま
た
は
損
失
を
、
誤
謬
を
発
見
し
た
事
業
年
度
の
特
別
損
益
（
前
期
損
益
修
正
項
目
）
と
し
て
認
識
す
る
会
計
処
理
（
以
下
「
特

別
損
益
処
理
方
式
」
と
い
う
）
が
認
め
ら
れ
て
い
た
と
の
、
現
在
の
一
般
的
理
）
15
（
解
を
前
提
に
、
以
降
の
検
討
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

㈡　

二
四
号
会
計
基
準

　

企
業
会
計
基
準
委
員
会
は
、
平
成
二
一
年
一
二
月
四
日
、
企
業
会
計
基
準
第
二
四
号
「
会
計
上
の
変
更
及
び
誤
謬
の
訂
正
に
関
す
る
会

計
基
準
」（
二
四
号
会
計
基
準
）
を
公
表
し
た
（
同
基
準
は
、
平
成
二
三
年
四
月
一
日
以
後
開
始
す
る
事
業
年
度
の
期
首
以
後
に
行
わ
れ
る
過
去
の
誤
謬

の
訂
正
か
ら
適
用
さ
れ
る
〔
二
四
号
会
計
基
準
二
三
項
〕）。
二
四
号
会
計
基
準
の
適
用
に
よ
り
、
過
去
の
誤
謬
の
取
扱
い
は
、
企
業
会
計
原
則

注
解
（
注
一
二
）
が
定
め
る
よ
う
に
、「
前
期
損
益
修
正
項
目
」
と
し
て
当
期
の
特
別
損
益
と
し
て
処
理
す
る
方
法
か
ら
、
二
四
号
会
計

基
準
が
定
め
る
方
法
（
後
述
の
修
正
再
表
示
に
よ
る
方
法
）
に
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
二
四
号
会
計
基
準
一
項
、
六

）
17
）（
16
（

五
項
）。

　

以
下
で
は
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
の
違
法
が
発
覚
し
た
場
合
に
お
け
る
、
当
該
後
続
期
に
行
う
べ
き
、
同
基
準
に
従
っ
た
会
計

処
理
の
内
容
を
説
明
す
る
。
同
基
準
は
、
こ
の
場
合
に
は
、
修
正
再
表
示
を
行
う
旨
規
定
す
る
（
二
四
号
会
計
基
準
二
一
）
18
（
項
）。
修
正
再
表

示
と
は
、
過
去
の
財
務
諸
表
（
計
算
書
類
）
に
お
け
る
誤
謬
の
訂
正
を
、
財
務
諸
表
（
計
算
書
類
）
に
反
映
す
る
こ
と
を
い
う
（
二
四
号
会

計
基
準
四
項
⑾
）。
修
正
再
表
示
は
、「
表
示
期
間
」
の
概
念
を
前
提
と
す
る
。「
表
示
期
間
」
と
は
、
当
期
の
財
務
諸
表
（
計
算
書
類
）
お

よ
び
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
過
去
の
財
務
諸
表
（
計
算
書
類
）
が
表
示
さ
れ
て
い
る
場
合
の
、
そ
の
表
示
期
間
を
い
う
（
二
四
号
会
計
基
準
七
項

⑴
）。
す
な
わ
ち
、
財
務
諸
表
に
つ
い
て
は
二
年
間
、
計
算
書
類
に
つ
い
て
は
一
年
間
で
あ
る
。
過
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
の
違
法
が

発
覚
し
た
場
合
に
お
け
る
、
修
正
再
表
示
の
方
法
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
①
表
示
期
間
よ
り
前
の
期
間
に
関
す
る
修
正
再
表
示
に

よ
る
累
積
的
影
響
額
は
、
表
示
す
る
財
務
諸
表
（
計
算
書
類
）
の
う
ち
、
最
も
古
い
期
間
の
期
首
の
資
産
、
負
債
お
よ
び
純
資
産
の
額
に

反
映
す
る
（
二
四
号
会
計
基
準
二
一
項
⑴
）。
②
表
示
す
る
過
去
の
各
期
間
の
財
務
諸
表
（
計
算
書
類
）
に
は
、
当
該
各
期
間
の
影
響
額
を
反
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映
す
る
（
同
項
⑵
）。

　

二
四
号
会
計
基
準
に
関
す
る
以
上
の
説
明
を
、
会
社
法
上
の
計
算
書
類
に
あ
て
は
め
て
考
え
る
と
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
の
違

法
が
後
続
期
に
お
い
て
発
覚
し
た
場
合
に
は
、
こ
れ
を
適
正
に
修
正
し
た
場
合
の
、
当
該
後
続
期
へ
の
影
響
額
を
、
当
該
後
続
期
の
貸
借

対
照
表
に
お
け
る
、
期
首
の
資
産
、
負
債
、
お
よ
び
純
資
産
の
額
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
、
当
該
後
続
期
に
行
う
べ
き
会
計
処
理
で
あ
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
（
以
下
、
こ
の
会
計
処
理
を
、「
修
正
再
表
示
方
式
」
と
い
う
）。

㈢　

本
稿
の
検
討
課
題
に
お
け
る
意
義

　

企
業
会
計
原
則
注
解
（
注
一
二
）
に
よ
る
と
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
の
違
法
が
後
続
期
に
お
い
て
発
覚
し
た
場
合
に
は
、
こ
れ

を
適
正
に
修
正
し
た
場
合
の
当
該
後
続
期
へ
の
影
響
額
を
、
当
該
後
続
期
に
お
い
て
特
別
損
益
と
し
て
計
上
す
る
こ
と
に
な
る
。
二
四
号

会
計
基
準
に
よ
る
と
、
当
該
影
響
額
を
、
当
該
後
続
期
に
お
け
る
貸
借
対
照
表
の
期
首
残
高
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、

い
ず
れ
の
会
計
基
準
も
、
後
続
期
の
計
算
書
類
を
対
象
と
す
る
会
計
処
理
の
み
を
要
求
し
て
お
り
、
過
年
度
の
計
算
書
類
に
対
し
て
、
い

か
な
る
処
理
が
必
要
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
言
及
し
て
い
な
い
と
い
え
よ
う
。

　

そ
こ
で
、
後
続
期
の
計
算
書
類
を
確
定
す
る
た
め
に
は
、
企
業
会
計
原
則
注
解
（
注
一
二
）
ま
た
は
二
四
号
会
計
基
準
が
要
求
す
る
、

当
該
後
続
期
の
計
算
書
類
へ
の
影
響
額
の
反
映
の
み
で
足
り
る
の
か
、
さ
ら
に
過
年
度
の
計
算
書
類
の
確
定
が
必
要
に
な
る
の
か
が
問
題

と
な
る
。
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四　

学　

説

㈠　

過
年
度
確
定
必
要
説

1　

総　

説

　

過
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
に
違
法
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
計
算
書
類
の
承
認
決
議
が
無
効
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
後
続
期

の
計
算
書
類
を
確
定
さ
せ
る
た
め
に
は
、
当
該
過
年
度
の
計
算
書
類
を
訂
正
し
、
こ
れ
を
承
認
す
る
決
議
を
あ
ら
た
め
て
行
い
、
か
つ
、

当
該
後
続
期
の
計
算
書
類
の
承
認
決
議
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
（
過
年
度
確
定
必
要
）
19
（

説
）。

2　

二
四
号
会
計
基
準
公
表
前
の
過
年
度
確
定
必
要
説

　

二
四
号
会
計
基
準
の
公
表
前
に
お
い
て
、
過
年
度
確
定
必
要
説
に
立
つ
学
）
20
（
説
（
以
下
、
こ
の
学
説
を
「
過
年
度
確
定
必
要
説
①
」
と
い
う
）

の
理
由
付
け
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
記
二
㈠
②
の
チ
ッ
ソ
事
件
最
高
裁
の
判
旨
、
お
よ
び
、「
会
社
の
計
算
の
確

定
に
関
し
て
は
、
代
表
取
締
役
の
選
任
決
議
が
取
り
消
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
既
往
の
取
引
行
為
の
よ
う
に
表
見
関
係
が
問
題
に
な
る
余

地
は
な
く
、
次
期
以
降
の
計
算
は
確
定
し
た
そ
の
期
の
計
算
を
基
礎
と
し
て
の
み
確
定
さ
れ
う
る
と
解
す
る
ほ
か
な
）
21
（

い
」
と
す
る
、
平
成

一
七
年
改
正
前
商
法
下
の
学
説
に
鑑
み
れ
ば
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
に
違
法
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
過
年
度
の
計
算
書
類
の
み

な
ら
ず
、
後
続
期
の
計
算
書
類
に
つ
い
て
も
確
定
し
て
い
な
い
と
解
す
る
余
地
が
あ
る
と
す
）
22
（
る
。
し
た
が
っ
て
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の

内
容
に
違
法
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
計
算
書
類
お
よ
び
そ
れ
以
降
の
事
業
年
度
の
計
算
書
類
に
つ
き
、
必
要
な
訂
正
を
施
し
た
う
え
で
、

あ
ら
た
め
て
承
認
決
議
を
行
う
と
い
う
方
法
で
、
計
算
書
類
を
確
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
結
論
付
け
）
23
（
る
。

　

こ
の
理
由
付
け
か
ら
、
過
年
度
確
定
必
要
説
①
は
、
チ
ッ
ソ
事
件
最
高
裁
判
決
が
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
に
違
法
が
あ
る
こ
と
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が
発
覚
し
た
場
合
も
射
程
に
含
む
と
理
解
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
過
年
度
確
定
必
要
説
①
は
、
二
四
号
会
計
基
準
は
も
ち

ろ
ん
、
企
業
会
計
原
則
注
解
（
注
一
二
）
に
も
言
及
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
同
説
は
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
に
違
法
が
あ
る
場

合
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
降
の
事
業
年
度
に
お
い
て
、
特
別
損
益
処
理
方
式
ま
た
は
修
正
再
表
示
方
式
に
よ
る
会
計
処
理
が
一
切
行
わ
れ
て

い
な
い
場
合
を
前
提
と
す
る
学
説
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

3　

二
四
号
会
計
基
準
公
表
後
の
過
年
度
確
定
必
要
説

　

二
四
号
会
計
基
準
の
公
表
後
に
お
け
る
学
説
で
あ
り
、
か
つ
同
基
準
に
言
及
し
つ
つ
、
過
年
度
確
定
必
要
説
に
立
つ
学
）
24
（

説
も
あ
る
（
以

下
、
こ
の
学
説
を
「
過
年
度
確
定
必
要
説
②
」
と
い
う
）。
そ
の
理
由
付
け
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
前
記
二
㈠
②
の
チ
ッ
ソ
事
件
最
高
裁

の
判
旨
は
、
計
算
書
類
の
承
認
決
議
が
取
り
消
さ
れ
た
場
合
は
「
た
と
え
計
算
書
類
等
の
内
容
に
違
法
、
不
当
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、

右
決
議
は
既
往
に
遡
っ
て
無
効
と
な
り
、
右
計
算
書
類
等
は
未
確
定
と
な
る
か
ら
、
そ
れ
を
前
提
と
す
る
次
期
以
降
の
計
算
書
類
等
の
記

載
内
容
も
不
確
定
な
も
の
に
な
る
と
解
さ
ざ
る
を
え
ず
」
と
し
て
お
り
、
計
算
書
類
の
内
容
に
違
法
、
不
当
が
あ
る
場
合
は
、
も
ち
ろ
ん
、

当
該
計
算
書
類
が
未
確
定
と
な
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
）
25
（
る
。
ま
た
、
チ
ッ
ソ
事
件
最
高
裁
は
、
過
年
度
の
計
算
書
類
が

未
確
定
と
な
る
と
、
そ
れ
を
前
提
と
す
る
後
続
期
の
計
算
書
類
の
内
容
も
不
確
定
と
な
る
と
し
て
お
り
、
未
確
定
と
な
っ
た
過
年
度
の
計

算
書
類
が
手
続
的
瑕
疵
に
よ
り
未
確
定
と
な
っ
た
場
合
に
限
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
）
26
（

い
。
し
た
が
っ
て
、
チ
ッ
ソ
事
件
最
高
裁
判
決
は
、

過
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
に
違
法
が
あ
る
こ
と
が
発
覚
し
た
場
合
も
射
程
に
含
む
も
の
と
す
）
27
（
る
。

　

そ
し
て
、
二
四
号
会
計
基
準
は
、「
既
に
公
表
さ
れ
た
財
務
諸
表
自
体
の
訂
正
期
間
及
び
訂
正
方
法
は
、
各
開
示
制
度
の
中
で
対
応
が

図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」（
同
基
準
六
五
項
）
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
会
社
法
上
は
、
過
年
度
（
お
よ
び
当
該
過
年
度
よ
り
後
の
各

事
業
年
）
28
（

度
）
の
計
算
書
類
の
内
容
に
違
法
が
あ
る
こ
と
が
発
覚
し
た
場
合
に
は
、
後
続
期
の
計
算
書
類
の
確
定
手
続
を
行
う
前
に
、
内
容

に
違
法
が
あ
る
こ
れ
ら
の
事
業
年
度
の
計
算
書
類
の
確
定
手
続
が
必
要
に
な
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
す
）
29
（

る
。
内
容
に
違
法
が
あ
る
こ
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れ
ら
の
事
業
年
度
の
計
算
書
類
を
訂
正
し
、
承
認
決
議
を
行
う
と
、
こ
れ
ら
の
計
算
書
類
は
、
内
容
に
違
法
の
な
い
計
算
書
類
と
な
り
、

こ
の
場
合
、
こ
れ
か
ら
確
定
手
続
を
行
う
後
続
期
の
計
算
書
類
に
つ
い
て
は
、
二
四
号
会
計
基
準
を
適
用
す
る
必
要
は
な
い
と
す
）
30
（

る
。
つ

ま
り
、
二
四
号
会
計
基
準
は
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
に
違
法
が
あ
る
場
合
に
は
適
用
さ
れ
な
い
と
解
す
べ
き
と
す
）
31
（
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
過
年
度
確
定
必
要
説
②
は
、
チ
ッ
ソ
事
件
最
高
裁
判
決
が
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
に
違
法
が
あ
る
こ
と
が
発
覚

し
た
場
合
も
射
程
に
含
む
も
の
と
す
る
点
で
、
過
年
度
確
定
必
要
説
①
と
共
通
す
る
。
過
年
度
確
定
必
要
説
②
が
、
過
年
度
確
定
必
要
説

①
と
異
な
る
の
は
、
二
四
号
会
計
基
準
と
の
関
係
に
言
及
す
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
過
年
度
確
定
必
要
説
②
は
、
過
年
度
の
計
算
書

類
の
内
容
に
違
法
が
あ
る
こ
と
が
発
覚
し
た
場
合
に
は
、
当
該
過
年
度
の
計
算
書
類
、
お
よ
び
、
当
該
過
年
度
以
降
の
事
業
年
度
の
計
算

書
類
を
訂
正
し
、
こ
れ
ら
の
計
算
書
類
に
つ
き
、
あ
ら
た
め
て
承
認
決
議
を
行
う
べ
き
で
あ
り
、
二
四
号
会
計
基
準
に
い
う
修
正
再
表
示

に
よ
る
べ
き
で
は
な
い
と
す
）
32
（

る
。

㈡　

過
年
度
確
定
不
要
説

　

過
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
に
違
法
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
計
算
書
類
の
承
認
決
議
が
無
効
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
特
別
損

益
処
理
方
式
ま
た
は
修
正
再
表
示
方
式
に
よ
り
、
当
該
後
続
期
の
期
首
の
残
高
に
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の
訂
正
に
よ
る
累
積
的
影
響
額

を
反
映
し
）
33
（
て
、
当
該
後
続
期
の
計
算
書
類
を
作
成
す
れ
ば
、
当
該
過
年
度
の
計
算
書
類
が
未
確
定
の
ま
ま
で
あ
っ
て
も
、
当
該
後
続
期
の

計
算
書
類
を
確
定
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
考
え
方
も
あ
る
（
過
年
度
確
定
不
要
）
34
（

説
）。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
当
該
後
続
期
の

計
算
書
類
を
確
定
さ
せ
た
と
し
て
も
、
過
年
度
の
計
算
書
類
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
承
認
決
議
を
行
わ
な
け
れ
ば
、
未
確
定
の

ま
ま
で
あ
る
と
す
）
35
（
る
。
過
年
度
確
定
不
要
説
は
、
二
四
号
会
計
基
準
の
公
表
を
契
機
に
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
学
説
で
あ
）
36
（
り
、
現
在

の
多
数
説
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
以
下
で
は
、
過
年
度
確
定
不
要
説
の
理
由
付
け
を
確
認
す
る
。
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1　

チ
ッ
ソ
事
件
最
高
裁
判
決
の
射
程

　

過
年
度
確
定
不
要
説
に
立
つ
学
説
に
お
い
て
は
、
チ
ッ
ソ
事
件
最
高
裁
判
決
は
、
計
算
書
類
の
承
認
決
議
に
手
続
的
瑕
疵
が
あ
っ
た
事

案
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
二
四
号
会
計
基
準
が
規
定
す
る
よ
う
な
、
遡
及
処
理
の
会
計
慣
行
が
成
立
す
る
以
前
の
も
の
で
あ
る

か
ら
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
の
違
法
が
後
続
期
に
お
い
て
発
覚
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
同
判
決
の
射
程
外
で
あ
る
と
す
る
も
の

が
あ
）
37
（

る
。

　

ま
た
、
過
年
度
確
定
不
要
説
に
立
ち
つ
つ
、
チ
ッ
ソ
事
件
最
高
裁
判
決
の
射
程
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
論
じ
る
も
の
も
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
同
判
決
の
事
案
で
は
、
後
続
期
の
計
算
書
類
は
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の
承
認
決
議
の
取
消
判
決
が
確
定
す
る
前
の
時
点
に
お

い
て
、
当
該
過
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
を
前
提
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
後
続
期
の
計
算
書
類
は
、
当
該
過
年

度
の
計
算
書
類
が
確
定
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
と
す
）
38
（

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
過
年
度
の
計
算

書
類
の
内
容
の
違
法
が
後
続
期
に
お
い
て
発
覚
し
た
場
合
に
お
い
て
、
特
別
損
益
処
理
方
式
ま
た
は
修
正
再
表
示
方
式
に
よ
っ
て
、
当
該

後
続
期
の
計
算
書
類
に
累
積
的
影
響
額
を
反
映
さ
せ
た
と
き
は
、
当
該
後
続
期
の
計
算
書
類
は
、
過
年
度
の
計
算
書
類
が
（
内
容
に
違
法

が
あ
り
）
未
確
定
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
と
す
）
39
（
る
。
こ
の
よ
う
に
、
チ
ッ
ソ
事
件
最
高
裁
判
決

の
事
案
は
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
の
違
法
が
後
続
期
に
お
い
て
発
覚
し
た
場
合
と
比
べ
て
、
後
続
期
の
計
算
書
類
を
作
成
す
る
際

の
前
提
が
異
な
る
た
め
、
同
場
合
は
チ
ッ
ソ
事
件
最
高
裁
判
決
の
射
程
外
で
あ
る
と
す
）
40
（
る
。

2　

会
計
基
準
と
の
関
係

　

二
四
号
会
計
基
準
は
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
の
違
法
が
後
続
期
に
お
い
て
発
覚
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
累
積
的
影
響
額
を
、

当
該
後
続
期
に
お
け
る
貸
借
対
照
表
の
期
首
残
高
に
反
映
さ
せ
る
方
法
で
会
計
処
理
す
べ
き
と
す
る
。
こ
れ
は
、
当
該
後
続
期
の
期
首
残

高
と
、
そ
の
前
の
事
業
年
度
に
お
け
る
期
末
残
高
に
差
が
生
じ
る
こ
と
を
許
容
す
る
も
の
で
あ
）
41
（
る
。
し
た
が
っ
て
、
内
容
に
違
法
が
あ
る
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過
年
度
の
計
算
書
類
は
、
何
ら
訂
正
す
る
こ
と
な
く
、
当
該
後
続
期
の
計
算
書
類
の
み
を
、
二
四
号
会
計
基
準
に
従
っ
て
（
す
な
わ
ち
、

修
正
再
表
示
方
式
に
よ
り
）
訂
正
し
、
確
定
さ
せ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
す
）
42
（

る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
た
し
か
に
、
企
業
会
計
原
則
に
お
け
る
特
別
損
益
処
理
方
式
ま
た
は
二
四
号
会
計
基
準
に
お
け
る
修
正
再
表
示

方
式
は
、
当
該
後
続
期
の
計
算
書
類
の
み
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
事
業
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
を
変
更
す
る
も
の

で
は
な
い
。
し
か
し
、
二
四
号
会
計
基
準
が
、「
既
に
公
表
さ
れ
た
財
務
諸
表
自
体
の
訂
正
期
間
及
び
訂
正
方
法
は
、
各
開
示
制
度
の
中

で
対
応
が
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」（
同
基
準
六
五
項
）
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
後
続
期
の
計
算
書
類
の
確
定
の
た
め
に
、
内
容
に

違
法
が
あ
る
過
年
度
の
計
算
書
類
を
訂
正
し
、
あ
ら
た
め
て
承
認
決
議
を
行
う
必
要
が
あ
る
か
否
か
は
、
会
社
法
上
の
問
題
で
あ
り
、
企

業
会
計
原
則
お
よ
び
二
四
号
会
計
基
準
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な
い
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
特
別

損
益
処
理
方
式
ま
た
は
修
正
再
表
示
方
式
が
、
当
該
後
続
期
の
計
算
書
類
の
み
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
事
業
年
度
の

計
算
書
類
の
内
容
を
変
更
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
会
社
法
上
も
、
後
続
期
の
計
算
書
類
の
確
定
の
た
め
に
は
、
内
容
に
違

法
が
あ
る
過
年
度
の
計
算
書
類
を
訂
正
し
、
あ
ら
た
め
て
承
認
決
議
を
行
う
必
要
は
な
い
と
結
論
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
会
計
基
準
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
論
じ
る
所
説
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
の
違
法

が
後
続
期
に
お
い
て
発
覚
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
特
別
損
益
処
理
方
式
ま
た
は
修
正
再
表
示
方
式
に
よ
っ
て
、
当
該
後
続
期
の
計
算
書

類
に
累
積
的
影
響
額
を
反
映
し
、
過
年
度
の
計
算
書
類
が
確
定
し
て
い
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
当
該
後
続
期
の
計
算
書
類
の
み
を
承

認
し
、
確
定
さ
せ
よ
う
と
い
う
株
主
総
会
ま
た
は
取
締
役
会
の
意
向
を
否
定
す
る
必
然
性
ま
で
は
な
い
と
す
）
43
（

る
。

　

し
か
し
、
過
年
度
の
計
算
書
類
が
確
定
し
て
い
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
当
該
後
続
期
の
計
算
書
類
の
み
を
承
認
し
、
確
定
さ
せ
る

と
い
う
こ
と
が
、
そ
も
そ
も
会
社
法
上
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
前
記
株
主
総
会
ま
た
は
取
締
役
会
の
意
向
を
肯
定
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
は
ず
で
あ
る
。
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㈢　

各
学
説
の
対
立
点

　

こ
こ
ま
で
の
ま
と
め
と
し
て
、
各
学
説
の
対
立
点
を
確
認
す
る
。
ま
ず
、
過
年
度
承
認
必
要
説
は
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
に
違

法
が
あ
る
こ
と
が
発
覚
し
た
場
合
が
、
チ
ッ
ソ
事
件
最
高
裁
判
決
の
射
程
に
含
ま
れ
る
と
す
）
44
（

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
過
年
度
承
認
不
要
説

は
、
同
場
合
は
チ
ッ
ソ
事
件
最
高
裁
判
決
の
射
程
に
は
含
ま
れ
な
い
と
す
）
45
（
る
。

　

ま
た
、
会
計
基
準
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
過
年
度
承
認
必
要
説
②
は
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
に
違
法
が
あ
る
こ
と
が
発
覚
し
た

場
合
に
も
、
チ
ッ
ソ
事
件
最
高
裁
判
決
の
射
程
が
及
ぶ
以
上
、
当
該
過
年
度
の
計
算
書
類
、
お
よ
び
、
当
該
過
年
度
以
降
の
事
業
年
度
の

計
算
書
類
を
訂
正
し
、
こ
れ
ら
の
計
算
書
類
に
つ
き
、
あ
ら
た
め
て
承
認
決
議
を
行
う
べ
き
で
あ
り
、
二
四
号
会
計
基
準
に
い
う
修
正
再

表
示
に
よ
る
べ
き
で
は
な
い
と
す
）
46
（

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
過
年
度
承
認
不
要
説
は
、
修
正
再
表
示
方
式
に
よ
り
後
続
期
の
計
算
書
類
を
作

成
す
る
こ
と
が
、
一
般
に
公
正
妥
当
な
企
業
会
計
の
慣
行
に
従
っ
た
会
計
処
理
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の
よ
う
に
作
成
し
た
後
続
期
の
計
算

書
類
に
つ
き
承
認
決
議
を
行
え
ば
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の
訂
正
・
再
決
議
を
行
わ
な
く
と
も
、
後
続
期
の
計
算
書
類
は
有
効
に
確
定
す

る
と
考
え
）
47
（
る
。
な
お
、
前
記
四
㈡
２
の
と
お
り
、
過
年
度
の
計
算
書
類
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
承
認
決
議
を
行
う
必
要
が
あ
る
か
否
か
は
、

会
社
法
上
の
問
題
で
あ
り
、
会
計
基
準
は
こ
の
点
に
言
及
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
特
別
損
益
処
理
方
式
お
よ
び
修
正
再
表
示
方
式
が
、

当
該
後
続
期
の
計
算
書
類
の
み
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
事
業
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
を
変
更
す
る
も
の
で
は
な
い

か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
こ
と
は
、
過
年
度
承
認
不
要
説
を
支
持
す
る
理
由
と
は
な
り
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
学
説
の
対
立
構
造
を
踏
ま
え
て
、
以
下
で
は
、
チ
ッ
ソ
事
件
最
高
裁
判
決
の
射
程
を
中
心
に
、
過
年
度
の
計
算
書
類
に

つ
い
て
あ
ら
た
め
て
承
認
決
議
を
行
う
必
要
性
の
有
無
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。
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五　

検　

討

㈠　

チ
ッ
ソ
事
件
最
高
裁
判
決
の
射
程

1　

総　

説

　

チ
ッ
ソ
事
件
最
高
裁
判
決
の
射
程
に
関
し
て
、
過
年
度
確
定
不
要
説
は
、
チ
ッ
ソ
事
件
最
高
裁
判
決
は
、
計
算
書
類
の
承
認
決
議
に
手

続
的
瑕
疵
が
あ
っ
た
事
案
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
二
四
号
会
計
基
準
が
規
定
す
る
よ
う
な
、
遡
及
処
理
の
会
計
慣
行
が
成
立
す

る
以
前
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
の
違
法
が
後
続
期
に
お
い
て
発
覚
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
同
判
決
の
射
程

外
で
あ
る
と
す
）
48
（
る
。
た
し
か
に
、
チ
ッ
ソ
事
件
は
、
計
算
書
類
の
承
認
決
議
に
手
続
的
瑕
疵
が
あ
っ
た
事
案
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

過
年
度
確
定
必
要
説
②
が
主
張
す
る
と
お
り
（
前
記
四
㈠
３
参
照
）、
前
記
二
㈠
②
の
チ
ッ
ソ
事
件
最
高
裁
の
判
旨
自
体
は
、
計
算
書
類
の

内
容
に
違
法
が
あ
る
た
め
に
承
認
決
議
が
無
効
で
あ
る
場
合
と
、
承
認
決
議
が
取
り
消
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
無
効
と
な
っ
た
場
合
と
を
区

別
せ
ず
、
お
よ
そ
計
算
書
類
の
承
認
決
議
が
無
効
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
計
算
書
類
は
未
確
定
と
な
り
、
そ
れ
を
前
提
と
す
る

次
期
以
降
の
計
算
書
類
の
内
容
も
不
確
定
に
な
る
、
と
判
示
し
て
い
る
よ
う
に
読
め
）
49
（
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
過
年
度
確
定
不
要
説
に
は
、
チ
ッ
ソ
事
件
最
高
裁
判
決
の
事
案
は
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
の
違
法
が
後
続

期
に
お
い
て
発
覚
し
た
場
合
と
は
、
後
続
期
の
計
算
書
類
を
作
成
す
る
際
の
前
提
が
異
な
る
た
め
、
同
場
合
は
チ
ッ
ソ
事
件
最
高
裁
判
決

の
射
程
外
で
あ
る
と
す
る
も
の
が
あ
る
（
前
記
四
㈡
１
参
照
）。
た
し
か
に
、
チ
ッ
ソ
事
件
で
は
、
承
認
決
議
の
取
消
請
求
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
、
第
四
二
期
の
計
算
書
類
の
内
容
を
前
提
と
し
て
、
第
四
三
期
か
ら
第
五
四
期
ま
で
の
計
算
書
類
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が

わ
れ
）
50
（
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
の
違
法
が
後
続
期
に
お
い
て
発
覚
し
た
場
合
に
、
特
別
損
益
処
理
方
式
ま
た
は

修
正
再
表
示
方
式
に
よ
っ
て
、
当
該
後
続
期
の
計
算
書
類
に
累
積
的
影
響
額
を
反
映
さ
せ
た
と
き
は
、
当
該
後
続
期
の
計
算
書
類
は
、
当
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該
過
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
を
前
提
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
は
い
え
ず
、
む
し
ろ
、
当
該
過
年
度
の
計
算
書
類
を
適
正
な
内
容
に
訂
正

し
た
場
合
に
得
ら
れ
る
数
値
を
前
提
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
チ
ッ
ソ
事
件
最
高
裁
判
決
の
事
案
が
、
過
年
度

の
計
算
書
類
の
内
容
の
違
法
が
後
続
期
に
お
い
て
発
覚
し
た
場
合
と
は
、
後
続
期
の
計
算
書
類
を
作
成
す
る
際
の
前
提
が
異
な
る
と
の
指

摘
は
正
当
で
あ
る
。
問
題
は
、
か
か
る
前
提
の
相
違
が
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
を
理
由
に
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
の
違
法
が
後
続
期

に
お
い
て
発
覚
し
た
場
合
が
チ
ッ
ソ
事
件
最
高
裁
判
決
の
射
程
外
で
あ
る
、
と
結
論
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
で
あ
る
。
以
下
で
は
、

チ
ッ
ソ
事
件
最
高
裁
判
決
が
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の
承
認
決
議
の
取
消
判
決
が
確
定
し
、
当
該
計
算
書
類
が
未
確
定
と
な
っ
た
場
合
に

は
、
そ
れ
を
前
提
と
す
る
次
期
以
降
の
計
算
書
類
の
内
容
も
不
確
定
に
な
る
、
と
判
示
し
た
実
質
的
理
由
に
立
ち
返
っ
て
、
こ
の
点
に
つ

い
て
さ
ら
に
検
討
し
て
み
よ
う
。

2　

チ
ッ
ソ
事
件
最
高
裁
判
決
の
実
質
的
理
由

　

チ
ッ
ソ
事
件
最
高
裁
は
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の
承
認
決
議
の
取
消
判
決
が
確
定
し
、
当
該
計
算
書
類
が
未
確
定
と
な
っ
た
場
合
に
は
、

当
該
決
議
に
基
づ
く
利
益
処
分
は
無
効
と
な
り
、（
当
該
利
益
処
分
を
有
効
に
行
う
た
め
に
は
）
法
律
上
再
決
議
が
必
要
と
な
る
と
判
示
す
る

（
前
記
二
㈠
①
）。
す
な
わ
ち
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の
承
認
決
議
の
取
消
判
決
が
確
定
す
る
と
、
た
と
え
当
該
過
年
度
の
計
算
書
類
の
内

容
自
体
に
は
何
ら
違
法
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
当
該
決
議
に
基
づ
く
利
益
処
分
が
無
効
と
な
る
結
果
、
す
で
に
作
成
さ
れ
た
後
続
期
の

計
算
書
類
の
内
容
に
影
響
を
与
え
る
。
そ
し
て
、
当
該
過
年
度
の
計
算
書
類
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
承
認
決
議
を
行
う
か
否
か
に
よ
っ

て
、
利
益
処
分
の
効
力
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
結
果
、
後
続
期
の
計
算
書
類
の
内
容
が
変
動
し
う
る
。
チ
ッ
ソ
事
件
最
高
裁
判
決
が
、

過
年
度
の
計
算
書
類
の
承
認
決
議
の
取
消
判
決
が
確
定
し
、
当
該
計
算
書
類
が
未
確
定
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
を
前
提
と
す
る
次
期

以
降
の
計
算
書
類
の
内
容
も
不
確
定
に
な
る
、
と
判
示
し
た
実
質
的
理
由
は
、
こ
の
点
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
点
を
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
の
違
法
が
後
続
期
に
お
い
て
発
覚
し
た
場
合
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
こ
の
場
合
に
は
、



法学政治学論究　第120号（2019.3）

260

当
該
過
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
を
訂
正
す
れ
ば
、
違
法
発
覚
前
に
す
で
に
作
成
さ
れ
た
後
続
期
の
計
算
書
類
の
内
容
に
影
響
を
与
え
る

（
以
下
こ
れ
を
「
内
容
訂
正
に
よ
る
影
響
」
と
い
う
）。
ま
た
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
に
違
法
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
当
該
過
年
度
の

計
算
書
類
の
承
認
決
議
が
無
効
と
な
る
こ
と
で
、
当
該
過
年
度
に
お
け
る
利
益
処
分
（
会
社
法
に
お
い
て
は
剰
余
金
の
配
当
）
も
無
効
に
な

る
と
す
れ
ば
、
当
該
過
年
度
の
計
算
書
類
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
承
認
決
議
を
行
う
か
否
か
に
よ
っ
て
、
利
益
処
分
（
剰
余
金
の
配

当
）
の
効
力
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
結
果
、
後
続
期
の
計
算
書
類
の
内
容
が
変
動
し
う
る
（
以
下
こ
れ
を
「
配
当
無
効
に
よ
る
影
響
」
と

い
う
）。

　

こ
の
う
ち
、
内
容
訂
正
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て
は
、
後
続
期
の
計
算
書
類
が
、
特
別
損
益
処
理
方
式
ま
た
は
修
正
再
表
示
方
式
に
よ
っ

て
累
積
的
影
響
額
を
反
映
し
て
い
る
場
合
に
は
、
問
題
に
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
場
合
に
は
、
後
続
期
の
計
算
書

類
は
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
が
訂
正
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
累
積
的
影
響
額
を
す
で
に
反
映
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の

後
当
該
過
年
度
の
計
算
書
類
が
実
際
に
訂
正
さ
れ
た
と
し
て
も
、
当
該
後
続
期
の
計
算
書
類
の
内
容
は
、
変
動
す
る
余
地
が
な
い
か
ら
で

あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
配
当
無
効
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て
は
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
配
当
無
効
に
よ
る
影
響
は
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の

内
容
に
違
法
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
当
該
過
年
度
の
計
算
書
類
の
承
認
決
議
が
無
効
と
な
る
結
果
、
当
該
過
年
度
に
お
け
る
利
益
処
分

（
剰
余
金
の
配
当
）
が
無
効
に
な
る
場
合
に
生
じ
る
も
の
で
あ
る
。
仮
に
、
当
該
過
年
度
に
お
け
る
利
益
処
分
（
剰
余
金
の
配
当
）
が
無
効

と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
影
響
額
を
、
特
別
損
益
処
理
方
式
ま
た
は
修
正
再
表
示
方
式
に
よ
っ
て
、
後
続
期
の
計
算
書
類
に
反
映
さ
せ
た
と

し
て
も
、
そ
の
後
に
当
該
過
年
度
の
計
算
書
類
に
つ
き
あ
ら
た
め
て
承
認
決
議
を
行
え
ば
、
当
該
過
年
度
に
お
け
る
利
益
処
分
（
剰
余
金

の
配
当
）
は
有
効
と
な
り
、
後
続
期
の
計
算
書
類
の
内
容
に
さ
ら
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
配
当
無
効
に
よ
る
影
響

は
、
特
別
損
益
処
理
方
式
ま
た
は
修
正
再
表
示
方
式
に
よ
る
会
計
処
理
で
は
解
消
で
き
ず
、
当
該
過
年
度
の
計
算
書
類
に
つ
い
て
、
あ
ら

た
め
て
承
認
決
議
を
行
わ
な
い
限
り
解
消
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
に
違
法
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
当
該
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過
年
度
の
計
算
書
類
の
承
認
決
議
が
無
効
と
な
る
結
果
、
当
該
過
年
度
に
お
け
る
利
益
処
分
（
剰
余
金
の
配
当
）
が
無
効
に
な
る
と
す
れ

ば
、
チ
ッ
ソ
事
件
最
高
裁
が
判
示
し
た
よ
う
に
、
配
当
無
効
に
よ
る
影
響
に
よ
り
、
後
続
期
の
計
算
書
類
は
不
確
定
と
な
り
、
こ
れ
を
確

定
さ
せ
る
た
め
に
は
、
当
該
過
年
度
の
計
算
書
類
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
承
認
決
議
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
過
年
度
承

認
必
要
説
の
結
論
に
帰
着
し
そ
う
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
に
違
法
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
当
該
過
年
度
の
計
算
書
類
の
承
認
決
議
が
無
効

で
あ
る
場
合
に
お
け
る
、
当
該
過
年
度
に
お
け
る
利
益
処
分
（
剰
余
金
の
配
当
）
の
効
力
に
つ
い
て
、
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
と
会
社

法
の
規
整
の
違
い
や
、
関
係
す
る
裁
判
例
に
着
目
し
つ
つ
、
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

㈡　

計
算
書
類
の
内
容
の
違
法
と
利
益
処
分
・
剰
余
金
の
配
当
の
効
力

1　

規
整
の
変
遷

　

平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
で
は
、
利
益
配
当
は
、
定
時
総
会
に
お
い
て
利
益
処
分
案
を
承
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
と
し
た
（
平
成

一
七
年
改
正
前
商
法
二
八
一
条
一
項
四
号
、
二
八
三
条
一
項
。
た
だ
し
、
株
式
会
社
の
監
査
等
に
関
す
る
商
法
の
特
例
に
関
す
る
法
律
〔
以
下
「
商
法
特
例

法
」
と
い
う
〕
二
一
条
の
三
一
第
一
項
参
照
）。
こ
の
ほ
か
、
営
業
年
度
を
一
年
と
す
る
株
式
会
社
に
つ
い
て
は
、
一
営
業
年
度
に
つ
き
一
回

に
限
り
、
年
度
中
の
一
定
の
日
に
お
け
る
株
主
に
対
し
て
、
取
締
役
会
の
決
議
に
よ
り
金
銭
の
分
配
（
中
間
配
当
）
が
で
き
る
旨
を
定
款

に
定
め
る
こ
と
が
で
き
た
（
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
二
九
三
条
ノ
五
第
一
項
）。
ま
た
、
自
己
株
式
を
取
得
す
る
た
め
に
は
、
定
時
総
会
の

決
議
に
よ
っ
て
、
次
の
定
時
総
会
ま
で
に
取
得
で
き
る
自
己
株
式
の
種
類
、
総
数
お
よ
び
取
得
価
額
の
総
額
を
定
め
る
こ
と
が
必
要
と
さ

れ
た
（
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
二
一
〇
条
一
項
二
項
一
号
）。

　

以
上
の
よ
う
に
、
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
は
、
中
間
配
当
お
よ
び
商
法
特
例
法
上
の
特
則
を
除
け
ば
、
利
益
配
当
は
、
い
ず
れ
も
定

時
総
会
の
決
議
に
よ
っ
て
行
う
べ
き
も
の
と
し
て
い
た
。
定
時
総
会
に
お
け
る
利
益
配
当
は
、
定
時
総
会
に
お
い
て
貸
借
対
照
表
お
よ
び
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損
益
計
算
書
が
承
認
さ
れ
（
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
二
八
一
条
一
項
一
号
二
号
、
二
八
三
条
一
項
。
た
だ
し
、
商
法
特
例
法
一
六
条
一
項
参
照
）、

当
該
貸
借
対
照
表
上
の
利
益
額
が
確
定
し
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
当
該
利
益
額
を
処
分
す
る
た
め
の
利
益
処
分
案
を
、
同
じ
定
時
総
会

で
承
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
）
51
（
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
で
は
、
計
算
書
類
の
承
認
と
利
益
処
分
が
制
度
的
に
一
体
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の

点
を
捉
え
て
、「
利
益
処
分
案
の
承
認
決
議
が
適
法
で
あ
る
た
め
に
は
、
貸
借
対
照
表
お
よ
び
損
益
計
算
書
の
適
法
な
承
認
決
議
を
前
提

と
す
）
52
（
る
」
と
す
る
学
説
が
唱
え
ら
れ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
会
社
法
で
は
、
株
式
会
社
は
、
分
配
可
能
額
規
制
に
反
し
な
い
限
り
、
い
つ
で
も
、
何
度
で
も
株
主
総
会
の
決
議
に

よ
っ
て
剰
余
金
の
配
当
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
）
53
（
た
。
す
な
わ
ち
、
株
式
会
社
が
剰
余
金
の
配
当
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

そ
の
都
度
、
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
っ
て
、
剰
余
金
の
配
当
に
関
す
る
事
項
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
会
四
五
四
条
一
項
柱
書
、
四

項
柱
書
。
た
だ
し
、
会
四
五
九
条
一
項
、
会
四
六
〇
条
一
項
参
照
）。
ま
た
、
取
締
役
会
設
置
会
社
は
、
一
事
業
年
度
の
途
中
に
一
回
に
限
り
、

取
締
役
会
の
決
議
に
よ
っ
て
剰
余
金
の
配
当
（
中
間
配
当
）
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
旨
を
定
款
で
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
会
四
五
四
条
五

項
）。
こ
の
よ
う
に
、
会
社
法
は
、
分
配
可
能
額
規
制
に
反
し
な
い
限
り
に
お
い
て
、
剰
余
金
の
配
当
を
い
つ
で
も
何
度
で
も
行
え
る
よ

う
に
す
る
趣
旨
で
、
計
算
書
類
の
承
認
と
剰
余
金
の
配
当
を
、
制
度
的
に
別
個
の
も
の
と
し
て
整
理
し
た
も
の
と
理
解
で
き
よ
う
。
そ
し

て
、
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
計
算
書
類
の
内
容
に
違
法
が
あ
り
、
承
認
決
議
が
無
効
で
あ
る
場
合
で
あ
っ

て
も
、
そ
の
後
に
行
わ
れ
た
剰
余
金
の
配
当
に
つ
い
て
は
、
分
配
可
能
額
規
制
に
反
し
な
い
限
り
、
有
効
な
も
の
と
解
し
て
よ
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
計
算
書
類
の
内
容
に
違
法
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
後

に
行
わ
れ
た
剰
余
金
の
配
当
に
お
け
る
分
配
可
能
額
を
算
定
す
る
た
め
に
は
、
当
該
計
算
書
類
を
訂
正
し
、
あ
ら
た
め
て
承
認
決
議
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
否
か
が
、
な
お
問
題
と
な
る
。
以
下
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
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2　

分
配
可
能
額
算
定
に
お
け
る
承
認
決
議
の
必
要
性

　

平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
下
の
裁
判
例
も
、
会
社
法
下
の
裁
判
例
も
、
内
容
に
違
法
が
あ
る
計
算
書
類
を
実
際
に
訂
正
し
、
あ
ら
た
め

て
承
認
決
議
を
行
っ
て
い
な
く
と
も
、
計
算
書
類
の
内
容
に
違
法
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
後
に
行
わ
れ
た
剰
余
金
の
配
当
に
お
け

る
財
源
規
制
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
計
算
書
類
が
仮
に
適
正
な
内
容
に
訂
正
さ
れ
た
な
ら
ば
有
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
、
あ
る
べ
き
分

配
可
能
額
（
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
配
当
可
能
利
益
。
同
法
二
九
〇
条
一
項
、
二
九
三
条
ノ
五
第
三
項
参
照
）
を
算
定
し
、

実
際
の
配
当
額
が
こ
れ
を
超
え
て
い
る
か
否
か
に
よ
っ
て
、
違
法
配
当
に
あ
た
る
か
否
か
を
判
断
し
て
き
）
54
（
た
。

　

学
説
に
お
い
て
は
、
計
算
書
類
の
内
容
に
違
法
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
後
に
行
わ
れ
た
剰
余
金
の
配
当
に
お
け
る
分
配
可
能
額

の
算
定
に
あ
た
っ
て
は
、
前
記
裁
判
例
と
同
様
に
、
あ
る
べ
き
分
配
額
に
よ
る
べ
き
と
す
る
も
の
が
多
数
で
あ
）
55
（
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、

「
あ
る
事
業
年
度
の
計
算
書
類
が
未
確
定
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
以
前
で
直
近
の
確
定
し
た
計
算
書
類
を
基
礎
と
し
て
分
配
可
能
額

を
計
算
」
す
る
か
ら
、「
最
終
事
業
年
度
後
に
行
わ
れ
た
配
当
や
中
間
配
当
等
が
そ
の
時
点
の
分
配
可
能
額
を
超
え
て
い
れ
ば
」
違
法
配

当
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
と
す
る
所
説
が
あ
）
56
（

る
。
こ
の
所
説
の
理
由
付
け
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
分
配
可
能
額
の
算

定
の
出
発
点
で
あ
る
剰
余
金
の
額
（
会
四
六
一
条
二
項
一
号
）
は
、
最
終
事
業
年
度
の
貸
借
対
照
表
上
の
、
そ
の
他
資
本
剰
余
金
と
そ
の
他

利
益
剰
余
金
の
合
計
額
を
基
礎
と
す
る
（
会
四
四
六
条
一
号
イ
〜
ホ
、
会
社
法
施
行
規
則
一
一
六
条
一
〇
号
、
会
社
計
算
規
則
一
四
九
条
）。
最
終

事
業
年
度
と
は
、「
各
事
業
年
度
に
係
る
第
四
三
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
計
算
書
類
に
つ
き
第
四
三
八
条
第
二
項
の
承
認
（
第
四
三
九
条

前
段
に
規
定
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
四
三
六
条
第
三
項
の
承
認
）
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
当
該
各
事
業
年
度
の
う
ち
最
も
遅
い
も
の
」
で

あ
る
（
会
二
条
二
四
）
57
（

号
）。
そ
し
て
、
内
容
に
違
法
が
あ
る
計
算
書
類
が
定
時
株
主
総
会
（
取
締
役
会
）
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、

当
該
決
議
は
無
効
で
あ
る
か
ら
、
当
該
決
議
を
も
っ
て
、
会
社
法
二
条
二
四
号
に
い
う
「
承
認
（
中
略
）
を
受
け
た
場
合
」
に
該
当
す
る

と
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、
当
該
計
算
書
類
に
係
る
事
業
年
度
は
、
最
終
事
業
年
度
に
な
ら
な
）
58
（

い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
合
は
、
当
該
事

業
年
度
よ
り
前
の
事
業
年
度
の
計
算
書
類
の
う
ち
、
直
近
の
確
定
し
た
計
算
書
類
を
基
礎
と
し
て
分
配
可
能
額
を
計
算
す
べ
き
で
あ
る
と
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す
）
59
（
る
。

　

こ
の
理
解
は
、
会
社
法
二
条
二
四
号
の
最
終
事
業
年
度
の
定
義
を
文
理
ど
お
り
解
釈
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
理
解

は
妥
当
で
は
な
）
60
（
い
。
そ
の
理
由
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
会
社
法
が
、
最
終
事
業
年
度
の
概
念
を
用
い
て
分
配
可
能
額
の
算
定
の
出

発
点
と
な
る
計
算
書
類
に
係
る
事
業
年
度
を
決
定
す
る
こ
と
と
し
た
趣
旨
は
、
会
社
法
に
お
い
て
は
、
剰
余
金
の
配
当
等
を
、
事
業
年
度

中
に
何
度
で
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
こ
と
に
対
応
す
る
た
め
で
あ
る
と
さ
れ
）
61
（

る
。
特
に
、
最
終
事
業
年
度
の
定
義
（
会
二
条

二
四
号
）
の
う
ち
、「
承
認
（
中
略
）
を
受
け
た
場
合
」
と
い
う
要
件
は
、
あ
る
事
業
年
度
の
末
日
か
ら
、
当
該
事
業
年
度
に
係
る
計
算
書

類
の
承
認
決
議
が
な
さ
れ
、
計
算
書
類
が
確
定
す
る
ま
で
の
間
に
、
そ
の
効
力
が
生
ず
る
剰
余
金
の
配
当
等
に
つ
い
て
の
分
配
可
能
額
を

算
定
す
る
場
合
に
は
、
未
確
定
で
あ
る
当
該
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
で
は
な
く
、
確
定
し
て
い
る
過
年
度
の
直
近
の
貸
借
対
照
表

に
基
づ
き
算
定
す
べ
き
旨
を
定
め
る
意
義
が
あ
る
と
解
さ
れ
よ
）
62
（

う
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
最
終
事
業
年
度
概
念
は
、
内
容
に
違
法
が

あ
る
計
算
書
類
が
定
時
株
主
総
会
（
取
締
役
会
）
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
場
合
ま
で
も
想
定
し
て
い
る
と
は
い
え
な
）
63
（
い
。
さ
ら
に
、
こ
の

場
合
に
、
会
社
法
二
条
二
四
号
の
最
終
事
業
年
度
の
定
義
を
文
理
ど
お
り
解
釈
し
て
し
ま
う
と
、
計
算
書
類
の
内
容
の
違
法
が
隠
蔽
さ
れ

長
期
に
わ
た
る
場
合
、
何
期
も
前
の
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
が
、
分
配
可
能
額
算
定
の
基
準
に
な
る
こ
と
が
あ
り
う
る
こ
と
に
な

る
が
、
そ
う
し
た
こ
と
を
是
認
し
て
立
法
し
た
と
は
思
え
な
い
し
、
実
質
的
に
考
え
て
も
妥
当
で
な
）
64
（

い
。

3　

小　

括

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
会
社
法
で
は
、
計
算
書
類
の
内
容
に
違
法
が
あ
り
、
承
認
決
議
が
無
効
で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
後
に
行

わ
れ
た
剰
余
金
の
配
当
に
つ
い
て
は
、
分
配
可
能
額
規
制
に
反
し
な
い
限
り
、
有
効
な
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
分
配
可

能
額
規
制
違
反
の
有
無
の
判
断
の
た
め
に
は
、
当
該
計
算
書
類
を
実
際
に
訂
正
し
、
あ
ら
た
め
て
承
認
決
議
を
行
う
必
要
は
な
く
、
当
該

計
算
書
類
が
仮
に
適
正
な
内
容
に
訂
正
さ
れ
た
な
ら
ば
有
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
、
あ
る
べ
き
分
配
可
能
額
を
算
定
し
、
配
当
額
が
こ
れ
を
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超
え
て
い
る
か
否
か
に
よ
っ
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
と
す
る
な
ら
ば
、
会
社
法
で
は
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
に
違
法
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
当
該
過
年

度
の
計
算
書
類
の
承
認
決
議
が
無
効
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
を
理
由
に
当
該
過
年
度
に
お
け
る
剰
余
金
の
配
当
を
無
効
と
解
す
る
必
要

は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
場
合
に
お
け
る
剰
余
金
の
配
当
の
有
効
性
は
、
分
配
可
能
額
規
制
違
反
の
有
無
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
問

題
で
あ
る
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
分
配
可
能
額
規
制
を
適
用
す
る
う
え
で
も
、
計
算
書
類
を
実
際
に
訂
正
し
、
あ
ら
た
め
て

承
認
決
議
を
行
う
必
要
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
チ
ッ
ソ
事
件
最
高
裁
判
決
が
判
示
し
た
よ
う
に
、
配
当
無
効
に
よ
る
影
響
に
よ
り
、
後

続
期
の
計
算
書
類
は
不
確
定
と
な
り
、
こ
れ
を
確
定
さ
せ
る
た
め
に
は
、
当
該
過
年
度
の
計
算
書
類
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
承
認
決
議

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
説
明
は
、
会
社
法
下
で
は
妥
当
し
な
い
と
い
え
よ
う
。

㈢　

ま
と
め

　

五
㈠
㈡
に
お
け
る
検
討
の
結
果
、
以
下
の
結
論
を
得
た
。
す
な
わ
ち
、
内
容
訂
正
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て
は
、
後
続
期
の
計
算
書
類
が
、

特
別
損
益
処
理
方
式
ま
た
は
修
正
再
表
示
方
式
に
よ
っ
て
累
積
的
影
響
額
を
反
映
し
て
い
る
場
合
に
は
問
題
に
な
ら
な
い
。
ま
た
、
会
社

法
下
で
は
、
そ
も
そ
も
計
算
書
類
の
承
認
決
議
の
効
力
と
、
剰
余
金
の
配
当
の
効
力
と
は
無
関
係
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
内
容
に
違
法
が
あ

る
計
算
書
類
に
つ
き
、
あ
ら
た
め
て
承
認
決
議
を
行
わ
な
く
と
も
、
違
法
配
当
か
否
か
の
判
断
は
可
能
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
配
当

無
効
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て
も
問
題
に
な
ら
な
い
。
以
上
の
理
由
か
ら
、
私
見
と
し
て
は
、
過
年
度
承
認
不
要
説
の
結
論
を
支
持
す
る
。

す
な
わ
ち
、
特
別
損
益
処
理
方
式
ま
た
は
修
正
再
表
示
方
式
に
従
っ
た
会
計
処
理
を
行
う
こ
と
で
後
続
期
の
計
算
書
類
を
作
成
し
た
う
え

で
、
当
該
後
続
期
の
計
算
書
類
の
承
認
決
議
を
行
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
内
容
に
違
法
の
あ
る
過
年
度
の
計
算
書
類
に
つ
き
、
あ
ら
た
め
て

承
認
決
議
を
行
っ
て
い
な
く
と
も
、
当
該
後
続
期
に
係
る
計
算
書
類
の
承
認
決
議
は
有
効
で
あ
り
、
当
該
後
続
期
に
係
る
計
算
書
類
の
内

容
は
確
定
す
る
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
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六　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の
承
認
決
議
が
な
さ
れ
た
後
に
、
当
該
過
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
に
違
法
が
あ
る
こ
と
が
発
覚
し

た
場
合
に
お
い
て
、
後
続
期
の
計
算
書
類
を
確
定
さ
せ
る
た
め
に
は
、
当
該
過
年
度
の
計
算
書
類
の
承
認
決
議
を
、
あ
ら
た
め
て
行
う
必

要
が
あ
る
の
か
否
か
、
と
い
う
問
題
を
扱
っ
た
。
以
下
、
検
討
結
果
の
概
要
を
述
べ
る
。

　

チ
ッ
ソ
事
件
最
高
裁
判
決
は
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の
承
認
決
議
が
取
り
消
さ
れ
た
と
き
は
、
た
と
え
計
算
書
類
等
の
内
容
に
違
法
、

不
当
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
決
議
は
既
往
に
遡
っ
て
無
効
と
な
り
、
当
該
計
算
書
類
は
未
確
定
と
な
る
か
ら
、
そ
れ
を
前
提
と

す
る
次
期
以
降
の
計
算
書
類
の
内
容
も
不
確
定
な
も
の
に
な
る
と
判
示
し
た
。
こ
の
判
決
が
、
本
稿
の
検
討
対
象
で
あ
る
、
過
年
度
の
計

算
書
類
の
内
容
に
違
法
が
あ
る
こ
と
が
発
覚
し
た
場
合
を
射
程
に
含
む
か
否
か
と
い
う
点
を
め
ぐ
っ
て
、
学
説
が
対
立
す
る
。
す
な
わ
ち
、

過
年
度
承
認
必
要
説
は
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
に
違
法
が
あ
る
こ
と
が
発
覚
し
た
場
合
が
、
チ
ッ
ソ
事
件
最
高
裁
判
決
の
射
程
に

含
ま
れ
る
と
す
）
65
（
る
。
そ
の
う
え
で
、
過
年
度
承
認
必
要
説
は
、
後
続
期
の
計
算
書
類
を
確
定
さ
せ
る
た
め
に
は
、
当
該
過
年
度
の
計
算
書

類
、
お
よ
び
、
当
該
過
年
度
以
降
の
事
業
年
度
の
計
算
書
類
を
訂
正
し
、
こ
れ
ら
の
計
算
書
類
に
つ
き
、
あ
ら
た
め
て
承
認
決
議
を
行
う

べ
き
で
あ
り
、
二
四
号
会
計
基
準
に
い
う
修
正
再
表
示
に
よ
る
べ
き
で
は
な
い
と
す
）
66
（
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
過
年
度
承
認
不
要
説
は
、
過

年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
に
違
法
が
あ
る
こ
と
が
発
覚
し
た
場
合
は
、
チ
ッ
ソ
事
件
最
高
裁
判
決
の
射
程
に
含
ま
れ
な
い
と
す
）
67
（

る
。
そ
の

う
え
で
、
修
正
再
表
示
方
式
に
よ
り
後
続
期
の
計
算
書
類
を
作
成
す
る
こ
と
が
、
一
般
に
公
正
妥
当
な
企
業
会
計
の
慣
行
に
従
っ
た
会
計

処
理
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の
よ
う
に
作
成
し
た
後
続
期
の
計
算
書
類
に
つ
き
承
認
決
議
を
行
え
ば
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の
訂
正
・
再
決

議
を
行
わ
な
く
と
も
、
後
続
期
の
計
算
書
類
は
有
効
に
確
定
す
る
と
考
え
）
68
（

る
。

　

チ
ッ
ソ
事
件
最
高
裁
判
決
が
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の
承
認
決
議
の
取
消
判
決
が
確
定
し
、
当
該
計
算
書
類
が
未
確
定
と
な
っ
た
場
合
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に
は
、
そ
れ
を
前
提
と
す
る
次
期
以
降
の
計
算
書
類
の
内
容
も
不
確
定
に
な
る
、
と
判
示
し
た
実
質
的
理
由
は
、
当
該
過
年
度
の
計
算
書

類
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
承
認
決
議
を
行
う
か
否
か
に
よ
っ
て
、
利
益
処
分
の
効
力
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
結
果
、
後
続
期
の
計

算
書
類
の
内
容
が
変
動
し
う
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
こ
れ
を
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
の
違
法
が
後
続
期
に
お
い
て
発
覚
し
た
場
合

に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
第
一
に
、
当
該
過
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
を
訂
正
す
れ
ば
、
違
法
発
覚
前
に
す
で
に
作
成
さ
れ
た
後
続
期

の
計
算
書
類
の
内
容
に
影
響
を
与
え
る
（
内
容
訂
正
に
よ
る
影
響
）。
第
二
に
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
に
違
法
が
あ
る
こ
と
を
理
由

に
、
当
該
過
年
度
の
計
算
書
類
の
承
認
決
議
が
無
効
と
な
る
こ
と
で
、
当
該
過
年
度
に
お
け
る
利
益
処
分
（
会
社
法
に
お
い
て
は
剰
余
金
の

配
当
）
も
無
効
に
な
る
と
す
れ
ば
、
当
該
過
年
度
の
計
算
書
類
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
承
認
決
議
を
行
う
か
否
か
に
よ
っ
て
、
利
益
処

分
（
剰
余
金
の
配
当
）
の
効
力
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
結
果
、
後
続
期
の
計
算
書
類
の
内
容
が
変
動
し
う
る
（
配
当
無
効
に
よ
る
影
響
）。

し
か
し
な
が
ら
、
内
容
訂
正
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て
は
、
後
続
期
の
計
算
書
類
が
、
特
別
損
益
処
理
方
式
ま
た
は
修
正
再
表
示
方
式
に

よ
っ
て
累
積
的
影
響
額
を
反
映
し
て
い
る
場
合
に
は
問
題
に
な
ら
な
い
。
ま
た
、
会
社
法
下
で
は
、
そ
も
そ
も
計
算
書
類
の
承
認
決
議
の

効
力
と
、
剰
余
金
の
配
当
の
効
力
と
は
無
関
係
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
内
容
に
違
法
が
あ
る
計
算
書
類
に
つ
き
、
あ
ら
た
め
て
承
認
決
議
を

行
わ
な
く
と
も
、
違
法
配
当
か
否
か
の
判
断
は
可
能
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
配
当
無
効
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て
も
問
題
に
な
ら
な
い
。

以
上
の
理
由
か
ら
、
後
続
期
の
計
算
書
類
が
、
特
別
損
益
処
理
方
式
ま
た
は
修
正
再
表
示
方
式
に
よ
っ
て
累
積
的
影
響
額
を
反
映
し
て
い

る
場
合
に
は
、
内
容
に
違
法
の
あ
る
過
年
度
の
計
算
書
類
に
つ
き
、
あ
ら
た
め
て
承
認
決
議
を
行
っ
て
い
な
く
と
も
、
当
該
後
続
期
に
係

る
計
算
書
類
の
承
認
決
議
は
有
効
で
あ
り
、
当
該
後
続
期
に
係
る
計
算
書
類
の
内
容
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
が
、
本
稿
に
お

け
る
検
討
結
果
で
あ
る
。

（
1
）  

以
下
で
、
単
に
「
計
算
書
類
の
承
認
決
議
」
と
い
う
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
計
算
書
類
に
つ
い
て
の
定
時
株
主
総
会
の
承
認
決
議
（
会
四
三

八
条
二
項
）
を
指
し
、
た
だ
し
、
会
社
法
四
三
九
条
前
段
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
取
締
役
会
の
承
認
決
議
（
会
四
三
六
条
三
項
）
を
指
す
も
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の
と
す
る
。

（
2
）  

二
四
号
会
計
基
準
お
よ
び
後
述
の
企
業
会
計
原
則
は
、
財
務
諸
表
を
直
接
の
対
象
と
す
る
会
計
基
準
で
あ
る
（
例
え
ば
、
企
業
会
計
原
則
第

一
・
四
、
七
、
二
四
号
会
計
基
準
四
項
⑾
、
七
項
⑴
、
二
一
項
参
照
）。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
会
計
基
準
が
、
会
社
法
上
の
「
一
般
に
公
正
妥
当

と
認
め
ら
れ
る
企
業
会
計
の
慣
行
」（
会
四
三
一
条
）
に
該
当
す
る
な
ら
ば
、
会
社
法
上
の
計
算
書
類
の
内
容
も
、
こ
れ
ら
の
会
計
基
準
に
従
う

こ
と
と
な
る
。
学
説
上
、
金
融
商
品
取
引
法
上
の
「
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
企
業
会
計
の
基
準
」（
金
融
商
品
取
引
法
一
九
三
条
、
財

務
諸
表
等
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
関
す
る
規
則
〔
以
下
「
財
務
諸
表
等
規
則
」
と
い
う
〕
一
条
一
項
。
企
業
会
計
原
則
お
よ
び
企
業
会

計
基
準
は
こ
れ
に
該
当
す
る
〔
財
務
諸
表
等
規
則
一
条
二
項
三
項
、
財
務
諸
表
等
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
関
す
る
規
則
に
規
定
す
る
金

融
庁
長
官
が
定
め
る
企
業
会
計
の
基
準
を
指
定
す
る
件
〕）
に
該
当
す
る
会
計
基
準
は
、
会
社
法
四
三
一
条
に
い
う
「
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め

ら
れ
る
企
業
会
計
の
慣
行
」
に
該
当
す
る
と
推
定
さ
れ
る
と
説
明
さ
れ
る
（
江
頭
憲
治
郎
『
株
式
会
社
法
〔
第
七
版
〕』〔
有
斐
閣
、
二
〇
一
七

年
〕
六
二
九
頁
、
岡
伸
浩
『
会
社
法
』〔
弘
文
堂
、
二
〇
一
七
年
〕
五
八
九
頁
）。
ま
た
、「
有
価
証
券
報
告
書
提
出
会
社
な
ど
は
、
会
社
法
お
よ

び
そ
の
委
任
を
受
け
て
定
め
ら
れ
た
法
務
省
令
の
明
文
や
趣
旨
に
反
し
な
い
限
り
、
会
社
法
上
も
、
企
業
会
計
審
議
会
の
公
表
し
た
企
業
会
計
の

基
準
な
ど
が
唯
一
の
『
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
企
業
会
計
の
慣
行
』
と
な
り
、
そ
れ
ら
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
弥
永
真
生

『
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
会
社
法
〔
第
一
四
版
〕』〔
有
斐
閣
、
二
〇
一
五
年
〕
四
一
八
頁
）
と
の
説
明
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
企
業
会
計

原
則
お
よ
び
二
四
号
会
計
基
準
の
説
明
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
が
会
社
法
上
の
「
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
企
業
会
計
の
慣
行
」
に
該

当
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
基
準
に
お
け
る
「
財
務
諸
表
」
と
い
う
文
言
を
、
原
則
と
し
て
「
計
算
書
類
」
に
置
き
換
え
て
説
明
す

る
こ
と
と
す
る
。

（
3
）  

長
島
・
大
野
・
常
松
法
律
事
務
所
＝
あ
ず
さ
監
査
法
人
〔
編
〕『
会
計
不
祥
事
対
応
の
実
務
』（
商
事
法
務
、
二
〇
一
〇
年
）
一
九
〜
二
〇
頁
。

（
4
）  

木
目
田
裕
＝
臼
杵
弘
宗
＝
藤
井
康
次
郎
「
決
算
書
類
の
重
要
な
過
誤
・
粉
飾
の
疑
い
が
生
じ
た
場
合
の
実
務
的
対
応
」
商
事
法
務
一
七
九
一
号

（
二
〇
〇
七
年
）
三
六
頁
、
秋
坂
朝
則
「
過
年
度
の
計
算
書
類
の
誤
謬
と
会
社
法
会
計
」
會
計
一
八
八
巻
三
号
（
二
〇
一
五
年
）
二
五
頁
。

（
5
）  

小
松
岳
志
＝
澁
谷
亮
＝
和
久
友
子
「
会
社
法
に
お
け
る
過
年
度
事
項
の
修
正
に
関
す
る
若
干
の
整
理
」
商
事
法
務
一
八
六
六
号
（
二
〇
〇
九

年
）
二
一
頁
、
二
三
頁
注
一
三
、
水
川
聡
「
判
批
」
金
融
・
商
事
判
例
一
三
三
三
号
（
二
〇
一
〇
年
）
九
〜
一
〇
頁
、
弥
永
真
生
『
過
年
度
決
算

訂
正
の
法
務
〔
第
二
版
〕』（
中
央
経
済
社
、
二
〇
一
一
年
）
一
一
〜
一
八
頁
、
葉
玉
匡
美
ほ
か
〔
稿
〕
葉
玉
匡
美
＝
和
久
友
子
〔
編
著
〕
Ｔ
Ｍ
Ｉ

総
合
法
律
事
務
所
ほ
か
〔
監
修
〕『
Ｑ
＆
Ａ
決
算
修
正
の
実
務
詳
解
』（
中
央
経
済
社
、
二
〇
一
一
年
）
一
五
五
〜
一
五
六
頁
。

（
6
）  

水
川
（
前
掲
注
（
5
））
三
頁
。
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（
7
）  

上
田
明
信
「
計
算
書
類
の
確
定
に
つ
い
て
」
産
業
経
理
二
六
巻
七
号
（
一
九
六
六
年
）
六
三
頁
、
服
部
栄
三
〔
稿
〕
大
森
忠
夫
ほ
か
〔
編
〕

『
注
釈
会
社
法
⑹
〔
増
補
版
〕』（
有
斐
閣
、
一
九
八
〇
年
）
四
二
頁
、
堀
裕
彦
「
計
算
書
類
の
確
定
に
つ
い
て
」
関
西
大
学
法
学
論
集
三
四
巻
一

号
（
一
九
八
四
年
）
九
七
〜
九
八
頁
、
本
間
輝
雄
〔
稿
〕
戸
田
修
三
ほ
か
〔
編
〕『
注
解
会
社
法
〔
下
巻
〕』（
青
林
書
院
、
一
九
八
七
年
）
五
六

八
頁
、
倉
沢
康
一
郎
〔
稿
〕
上
柳
克
郎
ほ
か
〔
編
集
代
表
〕『
新
版
注
釈
会
社
法
⑻
』（
有
斐
閣
、
一
九
八
七
年
）
八
一
〜
八
二
頁
、
片
木
晴
彦

〔
稿
〕
江
頭
憲
治
郎
＝
弥
永
真
生
〔
編
〕『
会
社
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
10
』（
商
事
法
務
、
二
〇
一
一
年
）
三
七
八
頁
、
秋
坂
（
前
掲
注
（
4
））
一

七
頁
、
久
保
大
作
「
不
正
な
内
容
を
含
む
計
算
書
類
の
承
認
と
分
配
可
能
額
算
定
の
関
係
に
つ
い
て
の
覚
書
」
黒
沼
悦
郎
＝
藤
田
友
敬
〔
編
〕

『
企
業
法
の
進
路
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
七
年
）
三
八
九
〜
三
九
〇
頁
。
通
説
と
整
合
的
な
裁
判
例
と
し
て
、
大
判
昭
和
四
年
七
月
八
日
民
集
八
巻

七
〇
七
頁
、
東
京
地
判
昭
和
二
九
年
一
一
月
一
日
判
例
タ
イ
ム
ズ
四
三
号
五
八
頁
。
こ
れ
に
対
し
て
、
虚
偽
の
損
益
計
算
書
を
承
認
す
る
定
時
総

会
の
決
議
は
、
当
然
無
効
の
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
判
示
し
た
も
の
と
し
て
、
大
決
昭
和
四
年
一
二
月
一
六
日
新
聞
三
〇
八
二
号
九
頁

参
照
。
こ
の
よ
う
に
、
内
容
に
違
法
を
含
む
計
算
書
類
の
承
認
決
議
の
有
効
性
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
の
立
場
は
必
ず
し
も
確
立
し
て
い

る
と
は
い
え
な
い
（
大
島
一
輝
「
判
批
」
法
学
研
究
九
一
巻
三
号
〔
二
〇
一
八
年
〕
一
〇
八
頁
）。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
問
題
に
は
、
さ
ら
に
検

討
の
余
地
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
こ
の
点
に
は
立
ち
入
ら
ず
、
内
容
に
違
法
を
含
む
計
算
書
類
の
承
認
決
議
は
無
効
で
あ
る
と
い
う
、

通
説
の
理
解
を
前
提
と
し
て
検
討
す
る
。

（
8
）  

も
っ
と
も
、
計
算
書
類
の
内
容
の
違
法
に
重
要
性
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
当
該
計
算
書
類
の
承
認
決
議
は
有
効
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
倉

沢
（
前
掲
注
（
7
））
八
二
頁
、
葉
玉
ほ
か
（
前
掲
注
（
5
））
六
〜
七
頁
な
ど
。
計
算
書
類
の
内
容
に
違
法
が
あ
る
が
、
そ
の
違
法
は
、
会
社
の

規
模
に
照
ら
し
て
、
会
社
も
し
く
は
株
主
ま
た
は
会
社
債
権
者
の
利
害
に
対
し
て
軽
微
な
影
響
を
も
た
ら
す
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
当
該
計
算
書
類

の
承
認
決
議
の
無
効
を
惹
起
し
な
い
と
し
た
事
例
と
し
て
、
大
阪
地
判
昭
和
四
四
年
三
月
二
六
日
判
例
タ
イ
ム
ズ
二
三
五
号
二
五
三
頁
。
本
稿
で

は
、
こ
の
点
の
議
論
に
は
立
ち
入
ら
ず
、
本
稿
で
単
に
計
算
書
類
の
内
容
の
違
法
と
い
う
場
合
に
は
、
当
該
違
法
に
重
要
性
が
認
め
ら
れ
る
場
合

を
指
す
も
の
と
し
て
、
検
討
を
進
め
る
。

（
9
）  

秋
坂
（
前
掲
注
（
4
））
二
五
頁
。

（
10
）  

水
川
（
前
掲
注
（
5
））
九
〜
一
〇
頁
。

（
11
）  

同
基
準
六
三
項
参
照
。

（
12
）  

同
基
準
六
三
項
参
照
。

（
13
）  

木
下
徳
明
「
会
計
基
準
第
24
号
適
用
に
お
け
る
留
意
点
と
前
期
損
益
修
正
項
目
（
そ
の
2
）」
企
業
会
計
六
三
巻
八
号
（
二
〇
一
一
年
）
一
四
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一
頁
。

（
14
）  

髙
木
弘
明
＝
新
井
吐
夢
「
過
年
度
遡
及
処
理
に
関
す
る
会
社
計
算
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
解
説
」
経
理
情
報
一
二
八
一
号
（
二
〇
一

一
年
）
四
一
頁
は
、
二
四
号
会
計
基
準
の
公
表
前
に
お
い
て
は
、「
過
年
度
遡
及
処
理
に
関
す
る
会
計
慣
行
は
存
在
し
な
か
っ
た
」
と
す
る
。

（
15
）  
弥
永
（
前
掲
注
（
5
））
三
三
頁
、
葉
玉
ほ
か
（
前
掲
注
（
5
））
七
頁
。

（
16
）  
二
四
号
会
計
基
準
の
公
表
に
伴
い
、
財
務
諸
表
等
規
則
に
お
け
る
、
特
別
利
益
（
損
失
）
に
属
す
る
利
益
（
損
失
）
の
区
分
を
定
め
た
規
定

（
九
五
条
の
二
、
九
五
条
の
三
）
か
ら
、
前
期
損
益
修
正
益
（
損
）
が
削
除
さ
れ
た
（
平
成
二
二
年
九
月
三
〇
日
内
閣
府
令
第
四
五
号
に
よ
る
同

規
則
改
正
）。
木
下
徳
明
「
会
計
基
準
第
24
号
適
用
に
お
け
る
留
意
点
と
前
期
損
益
修
正
項
目
（
そ
の
1
）」
企
業
会
計
六
三
巻
七
号
（
二
〇
一
一

年
）
一
六
三
頁
参
照
。

（
17
）  

例
外
と
し
て
、
会
計
監
査
を
受
け
る
会
社
以
外
の
会
社
に
あ
っ
て
は
、
過
年
度
遡
及
会
計
基
準
が
誤
謬
の
訂
正
に
関
す
る
唯
一
の
会
計
基
準
と

は
限
ら
な
い
か
ら
、
従
来
の
会
計
慣
行
と
同
様
、
誤
謬
発
見
時
の
事
業
年
度
に
お
け
る
特
別
損
益
と
し
て
処
理
す
る
方
法
も
容
認
さ
れ
る
と
の
指

摘
が
あ
る
。
弥
永
（
前
掲
注
（
5
））
三
四
頁
。

（
18
）  

た
だ
し
、
二
四
号
会
計
基
準
は
、
そ
の
す
べ
て
の
項
目
に
つ
い
て
、
財
務
諸
表
利
用
者
の
意
思
決
定
へ
の
影
響
に
照
ら
し
た
重
要
性
が
考
慮
さ

れ
る
か
ら
（
二
四
号
会
計
基
準
三
五
項
）、
修
正
再
表
示
の
要
否
の
判
断
に
際
し
て
も
、
当
該
重
要
性
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
二
四
号
会

計
基
準
四
二
参
照
）。
す
な
わ
ち
、
重
要
で
な
い
誤
謬
に
つ
い
て
は
、
修
正
再
表
示
を
せ
ず
、
損
益
計
算
書
上
、
営
業
損
益
ま
た
は
営
業
外
損
益

と
し
て
認
識
す
る
処
理
も
認
め
ら
れ
る
（
二
四
号
会
計
基
準
六
五
項
）。

（
19
）  

前
掲
注
（
4
）
の
文
献
参
照
。

（
20
）  

木
目
田
＝
臼
杵
＝
藤
井
（
前
掲
注
（
4
））
三
六
頁
。

（
21
）  

倉
沢
（
前
掲
注
（
7
））
八
一
頁
。

（
22
）  

木
目
田
＝
臼
杵
＝
藤
井
（
前
掲
注
（
4
））
三
六
頁
。

（
23
）  

木
目
田
＝
臼
杵
＝
藤
井
（
前
掲
注
（
4
））
三
六
頁
。

（
24
）  

秋
坂
（
前
掲
注
（
4
））
二
四
頁
。

（
25
）  

秋
坂
（
前
掲
注
（
4
））
二
四
頁
。

（
26
）  

秋
坂
（
前
掲
注
（
4
））
二
四
頁
。

（
27
）  

秋
坂
（
前
掲
注
（
4
））
二
四
頁
。
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（
28
）  

秋
坂
（
前
掲
注
（
4
））
二
四
頁
か
ら
は
明
確
に
は
読
み
取
れ
な
い
が
、
同
論
文
は
、
当
該
過
年
度
の
計
算
書
類
の
訂
正
・
承
認
だ
け
で
な
く
、

当
該
過
年
度
よ
り
後
の
全
て
の
事
業
年
度
の
計
算
書
類
に
つ
い
て
も
、
内
容
に
違
法
が
あ
る
と
評
価
で
き
る
場
合
に
は
訂
正
し
、
あ
ら
た
め
て
承

認
決
議
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
解
し
て
い
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
秋
坂
（
前
掲
注
（
4
））
二
二
頁
が
、
過
年
度
の
計
算
書
類
に
誤

謬
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
誤
謬
が
後
続
期
の
計
算
書
類
に
影
響
し
た
結
果
、
後
続
期
の
計
算
書
類
の
重
要
な
部
分
に
も
誤
謬
が
あ
る
と
評

価
さ
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
後
続
期
の
計
算
書
類
の
承
認
決
議
は
無
効
で
あ
る
と
し
て
い
る
点
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

（
29
）  
秋
坂
（
前
掲
注
（
4
））
二
四
頁
。

（
30
）  

秋
坂
（
前
掲
注
（
4
））
二
四
頁
。

（
31
）  

秋
坂
（
前
掲
注
（
4
））
二
四
頁
。

（
32
）  

秋
坂
（
前
掲
注
（
4
））
二
四
頁
。

（
33
）  

こ
の
会
計
処
理
は
、
二
四
号
会
計
基
準
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

（
34
）  

前
掲
注
（
5
）
の
文
献
参
照
。

（
35
）  

弥
永
（
前
掲
注
（
5
））
一
七
頁
、
葉
玉
ほ
か
（
前
掲
注
（
5
））
一
五
六
頁
。

（
36
）  

た
だ
し
、
前
掲
注
（
5
）
の
文
献
の
う
ち
、
小
松
＝
澁
谷
＝
和
久
論
文
の
み
は
、
企
業
会
計
基
準
公
開
草
案
三
三
号
「
会
計
上
の
変
更
及
び
過

去
の
誤
謬
に
関
す
る
会
計
基
準
（
案
）」
公
表
後
で
あ
り
、
か
つ
、
二
四
号
会
計
基
準
公
表
前
の
時
点
の
も
の
で
あ
る
。
小
松
＝
澁
谷
＝
和
久

（
前
掲
注
（
5
））
一
九
頁
。

（
37
）  

小
松
＝
澁
谷
＝
和
久
（
前
掲
注
（
5
））
二
一
頁
。

（
38
）  

水
川
（
前
掲
注
（
5
））
七
〜
八
頁
、
弥
永
（
前
掲
注
（
5
））
一
三
〜
一
五
頁
。

（
39
）  

水
川
（
前
掲
注
（
5
））
八
頁
、
弥
永
（
前
掲
注
（
5
））
一
三
〜
一
五
頁
。

（
40
）  

水
川
（
前
掲
注
（
5
））
八
〜
九
頁
、
弥
永
（
前
掲
注
（
5
））
一
三
〜
一
五
頁
。

（
41
）  

小
松
＝
澁
谷
＝
和
久
（
前
掲
注
（
5
））
二
一
頁
、
水
川
（
前
掲
注
（
5
））
四
頁
、
弥
永
（
前
掲
注
（
5
））
一
六
頁
。

（
42
）  

小
松
＝
澁
谷
＝
和
久
（
前
掲
注
（
5
））
二
一
頁
、
水
川
（
前
掲
注
（
5
））
九
〜
一
〇
頁
、
弥
永
（
前
掲
注
（
5
））
一
六
頁
。

（
43
）  

水
川
（
前
掲
注
（
5
））
九
頁
、
弥
永
（
前
掲
注
（
5
））
一
四
〜
一
五
頁
。

（
44
）  

木
目
田
＝
臼
杵
＝
藤
井
（
前
掲
注
（
4
））
三
六
頁
、
秋
坂
（
前
掲
注
（
4
））
二
四
頁
。

（
45
）  

小
松
＝
澁
谷
＝
和
久
（
前
掲
注
（
5
））
二
一
頁
、
水
川
（
前
掲
注
（
5
））
八
〜
九
頁
、
弥
永
（
前
掲
注
（
5
））
一
三
〜
一
五
頁
。
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（
46
）  

秋
坂
（
前
掲
注
（
4
））
二
四
頁
。

（
47
）  

小
松
＝
澁
谷
＝
和
久
（
前
掲
注
（
5
））
二
一
頁
、
水
川
（
前
掲
注
（
5
））
九
〜
一
〇
頁
、
弥
永
（
前
掲
注
（
5
））
一
六
頁
。

（
48
）  

小
松
＝
澁
谷
＝
和
久
（
前
掲
注
（
5
））
二
一
頁
。

（
49
）  
秋
坂
（
前
掲
注
（
4
））
二
四
頁
。

（
50
）  
水
川
（
前
掲
注
（
5
））
六
頁
参
照
。

（
51
）  
倉
沢
（
前
掲
注
（
7
））
七
八
頁
、
八
二
頁
参
照
。

（
52
）  

倉
沢
（
前
掲
注
（
7
））
七
八
頁
、
八
二
頁
。

（
53
）  

相
澤
哲
＝
岩
崎
友
彦
「
株
式
会
社
の
計
算
等
」
商
事
法
務
一
七
四
六
号
（
二
〇
〇
五
年
）
二
八
頁
、
三
五
頁
（
相
澤
哲
〔
編
著
〕『
立
案
担
当

者
に
よ
る
新
・
会
社
法
の
解
説
』〔
商
事
法
務
、
二
〇
〇
六
年
〕
一
二
四
頁
、
一
三
一
頁
）、
齊
藤
真
紀
〔
稿
〕
森
本
滋
＝
弥
永
真
生
〔
編
〕『
会

社
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
11
』（
商
事
法
務
、
二
〇
一
〇
年
）
一
一
九
頁
。

（
54
）  

平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
下
の
裁
判
例
と
し
て
、
東
京
地
決
昭
和
五
二
年
七
月
一
日
判
例
時
報
八
五
四
号
四
三
頁
（
興
人
損
害
賠
償
請
求
権
査

定
事
件
）、
東
京
地
決
平
成
一
二
年
一
二
月
八
日
金
融
・
商
事
判
例
一
一
一
一
号
四
〇
頁
（
そ
ご
う
損
害
賠
償
請
求
権
査
定
事
件
）、
東
京
高
判
平

成
一
七
年
六
月
二
一
日
高
刑
速
（
平
成
一
七
年
）
一
四
六
頁
（
旧
長
銀
粉
飾
決
算
事
件
控
訴
審
）。
会
社
法
下
の
裁
判
例
と
し
て
、
東
京
地
判
平

成
二
九
年
四
月
二
七
日
資
料
版
商
事
法
務
四
〇
〇
号
一
一
九
頁
（
オ
リ
ン
パ
ス
損
害
賠
償
事
件
）。

（
55
）  

弥
永
（
前
掲
注
（
5
））
九
〇
頁
は
、「
行
為
時
点
で
の
本
来
の
分
配
可
能
額
を
超
え
て
し
ま
え
ば
財
源
規
制
違
反
と
な
る
」
と
さ
れ
、
長
島
・

大
野
・
常
松
法
律
事
務
所
＝
あ
ず
さ
監
査
法
人
（
前
掲
注
（
3
））
一
四
二
頁
も
、「
虚
偽
の
計
算
書
類
上
の
分
配
可
能
額
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た

剰
余
金
の
配
当
等
が
、
本
来
の
分
配
可
能
額
を
超
え
た
違
法
配
当
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
。
久
保
（
前
掲
注

（
7
））
四
〇
二
〜
四
〇
三
頁
も
、
あ
る
べ
き
分
配
可
能
額
に
よ
る
理
解
に
立
っ
た
場
合
の
結
論
を
妥
当
と
し
て
、
解
釈
論
を
展
開
さ
れ
る
。

（
56
）  

葉
玉
ほ
か
（
前
掲
注
（
5
））
二
五
六
頁
。

（
57
）  

た
と
え
ば
、
ｋ
事
業
年
度
に
係
る
計
算
書
類
に
つ
い
て
、
定
時
株
主
総
会
（
承
認
特
則
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
取
締
役
会
）
に
よ
る

承
認
を
受
け
た
も
の
の
、
ｋ
＋
1
事
業
年
度
以
降
に
係
る
計
算
書
類
に
つ
い
て
は
承
認
を
受
け
て
い
な
い
と
い
う
場
合
に
は
、
ｋ
事
業
年
度
が
最

終
事
業
年
度
と
な
る
。
江
頭
憲
治
郎
〔
稿
〕
同
〔
編
〕『
会
社
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
１
』（
商
事
法
務
、
二
〇
〇
八
年
）
五
五
頁
。

（
58
）  

葉
玉
ほ
か
（
前
掲
注
（
5
））
二
五
六
頁
。

（
59
）  

葉
玉
ほ
か
（
前
掲
注
（
5
））
二
五
六
頁
。
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（
60
）  

大
島
一
輝
「
計
算
書
類
の
内
容
の
違
法
と
分
配
可
能
額
」
法
学
政
治
学
論
究
一
一
九
号
（
二
〇
一
八
年
）
三
六
一
頁
。

（
61
）  

相
澤
哲
ほ
か
『
論
点
解
説
新
・
会
社
法
』（
商
事
法
務
、
二
〇
〇
六
年
）
五
〇
五
頁
。

（
62
）  

相
澤
哲
＝
郡
谷
大
輔
「
分
配
可
能
額
〔
上
〕」
商
事
法
務
一
七
六
七
号
（
二
〇
〇
六
年
）
三
五
頁
（
相
澤
哲
〔
編
著
〕『
立
案
担
当
者
に
よ
る
新

会
社
法
関
係
法
務
省
令
の
解
説
』〔
商
事
法
務
、
二
〇
〇
六
年
〕
一
一
一
頁
）。

（
63
）  
大
島
（
前
掲
注
（
60
））
三
六
一
頁
。

（
64
）  
大
島
（
前
掲
注
（
60
））
三
六
一
頁
。

（
65
）  

木
目
田
＝
臼
杵
＝
藤
井
（
前
掲
注
（
4
））
三
六
頁
、
秋
坂
（
前
掲
注
（
4
））
二
四
頁
。

（
66
）  

秋
坂
（
前
掲
注
（
4
））
二
四
頁
。

（
67
）  

小
松
＝
澁
谷
＝
和
久
（
前
掲
注
（
5
））
二
一
頁
、
水
川
（
前
掲
注
（
5
））
八
〜
九
頁
、
弥
永
（
前
掲
注
（
5
））
一
三
〜
一
五
頁
。

（
68
）  

小
松
＝
澁
谷
＝
和
久
（
前
掲
注
（
5
））
二
一
頁
、
水
川
（
前
掲
注
（
5
））
九
〜
一
〇
頁
、
弥
永
（
前
掲
注
（
5
））
一
六
頁
。

大
島　

一
輝
（
お
お
し
ま　

か
ず
き
）

所
属
・
現
職　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程

最
終
学
歴　
　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
前
期
博
士
課
程

所
属
学
会　
　

な
し

専
攻
領
域　
　

商
法

主
要
著
作　
　

 「
流
通
市
場
に
お
け
る
不
実
開
示
に
よ
る
発
行
者
の
民
事
責
任
」『
法
律
学
研
究
』
第

五
一
号
（
二
〇
一
四
年
）

　
　
　
　
　
　

 「
残
余
財
産
の
分
配
と
決
算
報
告
承
認
決
議
の
無
効
（
東
京
地
判
平
成
二
七
年
九
月

七
日
）」『
法
学
研
究
』
第
九
一
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
）

　
　
　
　
　
　

 「
計
算
書
類
の
内
容
の
違
法
と
分
配
可
能
額
」『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
一
一
九
号

（
二
〇
一
八
年
）


